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(57)【要約】
　新規な手法は、各人の生活環境における多数の視聴者
の各々からの生理的データの分散収集および集中処理を
介したメディアインスタンスの大規模試験のための、新
しいタイプのセンシング－「インペルソナ」センシング
を可能にする。生理的データは最初、１つまたは複数の
生理センサーを装着された視聴者の各々から、視聴者が
メディアインスタンスを視聴している場所でローカルに
収集することができる。その後、これらの分散された場
所で視聴者から収集されたデータはすべて、処理、集約
、保存、および分析のために中央位置に伝送することが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のヘッドセットであって、各ヘッドセットが複数の視聴者のうちの一視聴者によっ
て装着され、各ヘッドセットが少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含み、前記複数
の視聴者がメディアインスタンスを視聴しており、各ヘッドセットが、対応する視聴者か
らの生理的データを受信する複数のヘッドセットと、
　複数の信号収集デバイスであって、各信号収集デバイスが、前記複数の視聴者のうちの
１組の視聴者の対応するヘッドセットによって送信された前記生理的データを受信する複
数の信号収集デバイスと、
　前記複数の信号収集デバイスから前記生理的データを受信する処理モジュールであって
、前記生理的データから、前記メディアインスタンスに対する前記複数の視聴者の複数の
生理的反応を取り出す処理モジュールと、
を備えるシステム。
【請求項２】
　前記処理モジュールが、前記複数の視聴者からの前記生理的データを同期させる、請求
項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記処理モジュールが、前記メディアインスタンスと前記複数の視聴者からの前記生理
的データとを同期させる、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　各信号収集デバイスが、前記対応する視聴者が前記メディアインスタンスに注意を払っ
ていない期間中のデータを、前記データを前記処理モジュールに転送する前に、対応する
生理的データから削除する、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記処理モジュールが、削除された前記データをカバーするために、前記視聴者が注意
を払っていない前記期間からの生理的データを補間する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記生理的データが、心拍、脳波、ＥＥＧ信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運動、電気皮
膚反応、および感情の変化と相関がある反応のうちの少なくとも１つである、請求項１に
記載のシステム。
【請求項７】
　前記処理モジュールが、前記生理的データのアーチファクトを除去する、請求項６に記
載のシステム。
【請求項８】
　それぞれの前記信号収集デバイスが、対応する１組の視聴者から前記生理的データが受
信されると直ちに、前記生理的データのデータ品質を分析し、それに応答して、前記生理
的データの品質における異常を是正するために取るべき行為に関する前記対応する１組の
視聴者に対するフィードバックを生成する、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記異常が、心拍、脳波、ＥＥＧ信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運動、および電気皮膚
反応のうちの少なくとも１つを使用して検出される、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのセンサーが、生理センサーを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのセンサーが、脳電図を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのセンサーが、加速度計を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのセンサーが、血中酸素センサーを含む、請求項１に記載のシステ
ム。
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【請求項１４】
　前記少なくとも１つのセンサーが、検流計を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのセンサーが、筋電計を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ヘッドセットが、少なくとも１つの乾燥ＥＥＧ電極を含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項１７】
　前記ヘッドセットが、少なくとも１つの心拍センサーを含む、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項１８】
　前記ヘッドセットが、少なくとも１つの加速度計を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ヘッドセットが、少なくとも１つのプロセッサーを含む、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項２０】
　前記ヘッドセットが、少なくとも１つの無線通信デバイスを含む、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項２１】
　前記複数の生理的反応が、愛好を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記複数の生理的反応が、思考を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記複数の生理的反応が、アドレナリンを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記複数の生理的反応が、係わり合いを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記複数の生理的反応が、ストレスを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記複数の生理的反応が、欲求不満を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記複数の生理的反応が、前記メディアインスタンスへの没入を含む、請求項１に記載
のシステム。
【請求項２８】
　前記複数の視聴者からの前記複数の生理的反応に基づいて前記メディアインスタンスを
評価する評価モジュールを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記生理的データ、前記複数の生理的反応、および前記生理的反応の分析結果のうちの
少なくとも１つを保存するリアクションデータベースを含む、請求項１に記載のシステム
。
【請求項３０】
　前記リアクションデータベースが、前記メディアインスタンスのデータ、および前記複
数の視聴者に提示され、前記メディアインスタンスに対応する調査結果のうちの少なくと
も１つを保存する、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記メディアインスタンスが、テレビ番組、広告、映画、印刷メディア、ウェブサイト
、コンピューターアプリケーション、ビデオゲーム、および実況のうちの少なくとも１つ
である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記メディアインスタンスが、製品、製品情報、製品コンテンツ、および製品開発に関
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するメディアのうちの少なくとも１つである、請求項１に記載のシステム。
【請求項３３】
　視聴者の各組が、場所の異なるエリアに所在し、前記場所が前記複数の信号収集デバイ
スをホストする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３４】
　視聴者の各組が、複数の現場のうちの異なる現場に所在する、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項３５】
　チュートリアルを含み、前記処理モジュールに結合されたコンピューターが、前記チュ
ートリアルを自動的に受信し、インストールし、前記チュートリアルが、前記メディアイ
ンスタンスの視聴および前記視聴中のデータ収集に関する情報を含む、請求項１に記載の
システム。
【請求項３６】
　前記チュートリアルが、前記ヘッドセットの使用に際して、前記複数の視聴者に自動的
に指図する、請求項３５に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記チュートリアルが、前記データ品質を自動的に決定する、請求項３５に記載のシス
テム。
【請求項３８】
　少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含むヘッドセットであって、現場でメディア
インスタンスを視聴している視聴者に取り付けられ、前記視聴者からの生理的データを受
信し、前記生理的データを送信するヘッドセットと、
　前記ヘッドセットによって送信された前記生理的データを受信する信号収集デバイスで
あって、前記生理的データが前記視聴者から受信されると直ちに、前記生理的データのデ
ータ品質を分析し、それに応答して、非最適データ品質を是正するために取るべき行為に
関する前記視聴者に対するフィードバックを生成し、前記生理的データを送信する信号収
集デバイスと、
　前記信号収集デバイスから前記生理的データを受信する処理モジュールであって、前記
生理的データから、前記メディアインスタンスに対する前記視聴者の複数の生理的反応を
取り出す処理モジュールと、
を備えるシステム。
【請求項３９】
　複数のヘッドセットであって、各ヘッドセットが複数の視聴者のうちの一視聴者によっ
て装着され、各視聴者が複数の現場のうちの異なる現場に所在し、各ヘッドセットが少な
くとも１つのセンサーおよび送信機を含み、前記複数の視聴者がメディアインスタンスを
視聴しており、各ヘッドセットが、対応する視聴者からの生理的データを受信する複数の
ヘッドセットと、
　複数の信号収集デバイスであって、各信号収集デバイスが前記複数の現場のうちの異な
る現場に配置され、前記信号収集デバイスが、その現場において、対応するヘッドセット
によって送信された前記生理的データを受信し、各信号収集デバイスが、前記対応する視
聴者から前記生理的データが受信されると直ちに、前記生理的データのデータ品質を分析
し、それに応答して、前記生理的データの品質における異常を是正するために取るべき行
為に関する前記対応する視聴者に対するフィードバックを生成する複数の信号収集デバイ
スと、
　前記複数の信号収集デバイスから前記生理的データを受信する処理モジュールであって
、前記複数の視聴者の前記生理的データを集約することによって、集約されたデータを生
成し、前記集約されたデータおよび前記メディアインスタンスに対する規制されたアクセ
スを提供する処理モジュールと、
を備えるシステム。
【請求項４０】
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　複数のヘッドセットであって、各ヘッドセットが複数の視聴者のうちの一視聴者によっ
て装着され、各視聴者が複数の現場のうちの異なる現場に所在し、各ヘッドセットが少な
くとも１つのセンサーおよび送信機を含み、前記複数の視聴者がメディアインスタンスを
視聴しており、各ヘッドセットが、対応する視聴者からの生理的データを受信する複数の
ヘッドセットと、
　複数の信号収集デバイスであって、各信号収集デバイスが前記複数の現場のうちの異な
る現場に配置され、前記信号収集デバイスが、その現場において、対応するヘッドセット
によって送信された前記生理的データを受信し、各信号収集デバイスが、前記対応する視
聴者から前記生理的データが受信されると直ちに、前記生理的データのデータ品質を分析
し、それに応答して、前記生理的データの品質における異常を是正するために取るべき行
為に関する前記対応する視聴者に対するフィードバックを生成する複数の信号収集デバイ
スと、
　前記複数の信号収集デバイスから前記生理的データを受信する処理モジュールであって
、集約されたデータを前記メディアインスタンスと同期させることによって、同期が取れ
たデータを生成する処理モジュールと、
を備えるシステム。
【請求項４１】
　複数のヘッドセットであって、各ヘッドセットが複数の視聴者のうちの一視聴者によっ
て装着され、各ヘッドセットが少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含み、前記複数
の視聴者がメディアインスタンスを視聴しており、各ヘッドセットが、対応する視聴者か
らの生理的データを受信する複数のヘッドセットと、
　複数の信号収集デバイスであって、各信号収集デバイスが前記複数の視聴者のうちの１
組の視聴者の対応するヘッドセットによって送信された前記生理的データを受信する複数
の信号収集デバイスと、
　前記複数の信号収集デバイスから前記生理的データを受信する処理モジュールであって
、前記複数の視聴者からの前記生理的データを同期させることによって、同期が取れたデ
ータを生成し、前記同期が取れたデータを前記メディアインスタンスと同期させる処理モ
ジュールと、
を備えるシステム。
【請求項４２】
　複数のヘッドセットであって、各ヘッドセットが複数の視聴者のうちの一視聴者によっ
て装着され、各視聴者が複数の現場のうちの異なる現場に所在し、各ヘッドセットが少な
くとも１つのセンサーおよび送信機を含み、前記複数の視聴者がメディアインスタンスを
視聴しており、各ヘッドセットが、対応する視聴者からの生理的データを受信する複数の
ヘッドセットと、
　複数の信号収集デバイスであって、各信号収集デバイスが前記複数の現場のうちの異な
る現場に配置され、前記信号収集デバイスが、その現場において、対応するヘッドセット
によって送信された前記生理的データを受信する複数の信号収集デバイスと、
　前記複数の信号収集デバイスから前記生理的データを受信する処理モジュールであって
、前記複数の視聴者からの前記生理的データを同期させることによって、同期が取れたデ
ータを生成し、前記同期が取れたデータを前記メディアインスタンスと同期させる処理モ
ジュールと、
を備えるシステム。
【請求項４３】
　複数のヘッドセットであって、各ヘッドセットが複数の視聴者のうちの一視聴者によっ
て装着され、各視聴者が複数の現場のうちの異なる現場に所在し、各ヘッドセットが少な
くとも１つのセンサーおよび送信機を含み、前記複数の視聴者がメディアインスタンスを
視聴しており、各ヘッドセットが、対応する視聴者からの生理的データを受信する複数の
ヘッドセットと、
　複数の信号収集デバイスであって、各信号収集デバイスが前記複数の現場のうちの異な
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る現場に配置され、前記信号収集デバイスが、その現場において、対応するヘッドセット
によって送信された前記生理的データを受信し、各信号収集デバイスが、前記対応する視
聴者が前記メディアインスタンスに注意を払っていない期間中のデータを、対応する生理
的データから削除する複数の信号収集デバイスと、
　前記複数の信号収集デバイスから前記生理的データを受信する処理モジュールであって
、前記複数の視聴者からの前記生理的データを前記メディアインスタンスと同期させるこ
とによって、同期が取れたデータを生成する処理モジュールと、
を備えるシステム。
【請求項４４】
　複数の視聴者からの生理的データを、前記複数の視聴者の各々によって装着された複数
のヘッドセットを介して受信するステップであって、前記複数の視聴者がメディアインス
タンスを視聴しているステップと、
　複数の信号収集デバイスにおいて、前記生理的データを前記複数のヘッドセットから受
信するステップであって、各信号収集デバイスが、前記複数の視聴者のうちの１組の視聴
者の対応するヘッドセットによって送信された前記生理的データを受信するステップと、
　対応する１組の視聴者から前記生理的データが受信されると直ちに、前記生理的データ
のデータ品質を分析し、それに応答して、前記生理的データの品質における異常を是正す
るために取るべき行為に関する前記対応する１組の視聴者に対するフィードバックを生成
するステップと、
　処理モジュールにおいて、前記生理的データを前記複数の信号収集デバイスから受信し
、前記生理的データから、前記メディアインスタンスに対する前記複数の視聴者の複数の
生理的反応を取り出すステップと、
を備える方法。
【請求項４５】
　前記複数の視聴者からの前記生理的データを同期させるステップを含む、請求項４４に
記載の方法。
【請求項４６】
　前記メディアインスタンスと前記複数の視聴者からの前記生理的データとを同期させる
ステップを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項４７】
　対応する視聴者が前記メディアインスタンスに注意を払っていない期間中のデータを、
前記データを前記処理モジュールに転送する前に、対応する生理的データから削除するス
テップを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項４８】
　削除された前記データをカバーするために、前記視聴者が注意を払っていない前記期間
からの生理的データを補間するステップを含む、請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　心拍、脳波、ＥＥＧ信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運動、および電気皮膚反応のうちの
少なくとも１つを使用して、前記異常を検出するステップを含む、請求項４４に記載の方
法。
【請求項５０】
　前記生理的データのアーチファクトを除去するステップを含む、請求項４４に記載の方
法。
【請求項５１】
　前記複数の視聴者からの前記複数の生理的反応に基づいて前記メディアインスタンスを
評価するステップを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項５２】
　前記生理的データ、前記複数の生理的反応、および前記生理的反応の分析結果のうちの
少なくとも１つを保存するステップを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項５３】
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　前記メディアインスタンスのデータ、および前記複数の視聴者に提示され、前記メディ
アインスタンスに対応する調査結果のうちの少なくとも１つを保存するステップを含む、
請求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
　前記生理的データが、心拍、脳波、脳電図（ＥＥＧ）信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運
動、電気皮膚反応、および感情の変化と相関がある反応のうちの少なくとも１つである、
請求項４４に記載の方法。
【請求項５５】
　生理的データを受信するステップが、生理センサー、脳電図（ＥＥＧ）、加速度計、血
中酸素センサー、検流計、筋電計、乾燥ＥＥＧ電極、および心拍センサーのうちの少なく
とも１つを使用して、前記生理的データを感知するステップを含む、請求項４４に記載の
方法。
【請求項５６】
　前記複数の生理的反応が、愛好、思考、アドレナリン、係わり合い、および前記メディ
アインスタンスへの没入のうちの少なくとも１つを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項５７】
　前記メディアインスタンスが、テレビ番組、広告、映画、印刷メディア、ウェブサイト
、コンピューターアプリケーション、ビデオゲーム、実況、製品、製品情報、製品コンテ
ンツ、および製品開発に関するメディアのうちの少なくとも１つである、請求項４４に記
載の方法。
【請求項５８】
　視聴者の各組が、場所の異なるエリアに所在し、前記場所が前記複数の信号収集デバイ
スをホストする、請求項４４に記載の方法。
【請求項５９】
　視聴者の各組が、複数の現場のうちの異なる現場に所在する、請求項４４に記載の方法
。
【請求項６０】
　コンピューターを介してチュートリアルを前記複数の視聴者に自動的に提供するステッ
プであって、前記コンピューターが、前記チュートリアルを自動的に受信し、インストー
ルし、前記チュートリアルが、前記メディアインスタンスの視聴および前記視聴中のデー
タ収集に関する情報を含む、ステップを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項６１】
　前記ヘッドセットの使用に際して、前記複数の視聴者に自動的に指図するステップを含
む、請求項６０に記載の方法。
【請求項６２】
　前記データ品質を自動的に決定するステップを含む、請求項６０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、２００７年１０月３１日に出願された米国特許出願第６０／９８４，２６０
号の利益を主張する。
【０００２】
　本出願は、２００７年１０月３１日に出願された米国特許出願第６０／９８４，２６８
号の利益を主張する。
　本出願は、米国特許出願第１１／８０４，５１７号、第１１／８０４，５５５号、第１
１／７７９，８１４号、第１１／５００，６７８号、第１１／８４５，９９３号、第１１
／８３５，６３４号、第１１／８４６，０６８号、第１２／１８０，５１０号、第１２／
２０６，６７６号、第１２／２０６，７００号、第１２／２０６，７０２号、第１２／２
４４，７３７号、第１２／２４４，７４８号、第１２／２４４，７５１号、第１２／２４
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４，７５２号、第１１／４３０，５５５号、第１１／６８１，２６５号、第１１／８５２
，１８９号、および第１１／９５９，３９９号に関連する。
【０００３】
　技術分野
　本発明は、メディアインスタンス（ｍｅｄｉａ　ｉｎｓｔａｎｃｅ）の視聴者からの生
理的反応の収集および分析の分野に関する。
【背景技術】
【０００４】
　効果の大きいメディアインスタンスを作成する鍵は、メディア内のあらゆるイベントが
、視聴者から、メディアの作成者が予期したものと大きく異なる反応ではなく、所望の反
応を確実に引き出せるようにすることである。本明細書では、メディアインスタンスは、
ビデオゲーム、広告クリップ、映画、コンピューターアプリケーション、印刷メディア（
例えば雑誌）、ウェブサイト、オンライン広告、録画ビデオ、メディアの実演、製品、な
らびに製品および製品開発に関する他のタイプのメディアとすることができるが、これら
に限定されない。
【０００５】
　生理的データは、限定ではないが、心拍、脳波、脳電図（ＥＥＧ）信号、瞬目率（ｂｌ
ｉｎｋ　ｒａｔｅ）、呼吸、動き、筋運動、電気的皮膚反応（ｇａｌｖａｎｉｃ　ｓｋｉ
ｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）、およびメディアインスタンスの視聴者の感情または認知機能の
変化と相関がある他の任意の反応を含み、視聴者がメディアインスタンスを視聴している
間の、視聴者の反応のトレース（例えば、記録計器によって引かれた線）を与えることが
できる。生理的データは、１つまたは複数の生理センサーによって測定されることができ
、その各々は、限定ではないが、脳電図、加速度計、血中酸素センサー、検流計、筋電計
（ｅｌｅｃｔｒｏｍｙｏｇｒａｐｈ）、皮膚温センサー、呼吸センサー、および他の任意
の生理センサーとすることができる。
【０００６】
　広く認められていることであるが、視聴者の人体の生理的データが視聴者の感情の変化
と相関があることが示されている。したがって、「低レベル」の生理的データから、メデ
ィアインスタンスの視聴者からの「高レベル」の（すなわち理解し易く、直感的に見てと
れる）生理的反応を生成することができる。観衆／視聴者と通じ合う効果的なメディアイ
ンスタンスは、所望の感情的反応を引き出すことができる。ここでは、高レベルの生理的
反応は、愛好（誘意性）－メディアインスタンス内のイベントに対する肯定的／否定的反
応、購入意思または想起、メディアインスタンスとの感情的な係わり合い（ｅｍｏｔｉｏ
ｎａｌ　ｅｎｇａｇｅｍｅｎｔ）、思考－メディアインスタンスについて考えた思考の量
および／またはメディアインスタンスの体験への没入、アドレナリン－メディアインスタ
ンス内のイベントについての怒り、注意散漫、欲求不満、認知、ストレス、および他の感
情的体験を含むが、これらに限定されない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　視聴者からのメディアインスタンスに対する生理的反応を収集するには、一般に、視聴
者／被験者を試験施設に連れて来て、彼らに多数の生理センサーを装着し、彼らがメディ
アインスタンスを視聴している間に、様々な試験機器を介して視聴者からの生理的データ
を記録することを必要とする。そのような試験工程が有する１つの問題は、試験施設の限
られた収容力および／または可用性のため、ならびに検査を管理するのに必要とされる専
門家のため、特定のメディアインスタンスについて少人数の人々しか試験することができ
ないことである。また、そのような試験のコストは、きわめて高額になり得るが、試験の
限られた範囲のせいで、結果があまり正確ではないことがある。さらに、大多数の従来の
試験は、他の影響を排除した非現実的な環境で実行され、あまり理想的ではない結果に到
ることがある。
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参照による援用
　本明細書で言及される各特許、特許出願、および／または出版物は、個々の特許、特許
出願、および／または出版物が各々、参照によって組み込まれることを具体的かつ個別に
指摘された場合と同程度に、その全体が参照によって本明細書に組み込まれる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態による、大規模なメディア試験をサポートするための例示的なシステ
ムの図である。
【図２】一実施形態による、大規模なメディア試験をサポートするための例示的なプロセ
スを説明するフローチャートである。
【図３】一実施形態による、乾燥ＥＥＧ電極を使用し、データ伝送用に無線通信を採用す
る、例示的な統合ヘッドセットを示す図である。
【図４】一実施形態による、自己管理試験のフロー図である。
【図５】一実施形態による、メディアおよび視聴者からのリアクションに対するリモート
アクセスおよび分析をサポートするためのシステムの図である。
【図６】一実施形態による、メディアおよび視聴者からのリアクションに対するリモート
アクセスおよび分析に関するフローチャートである。
【図７】一実施形態による、視聴者から集約され、対話型ブラウザーの反応パネルに提示
された、１つまたは複数の例示的な生理的反応を示す図である。
【図８】一実施形態による、視聴者から収集され、対話型ブラウザーの反応パネルに提示
された、例示的な逐語的コメントおよびフィードバックを示す図である。
【図９】一実施形態による、視聴者から収集され、対話型ブラウザーの反応パネルに円グ
ラフとして提示された、１つまたは複数の調査質問に対する例示的な回答を示す図である
。
【図１０】一実施形態による、視聴者からのリアクションの徹底的な分析に基づいた、実
用的な洞察の提供をサポートするためのシステムの図である。
【図１１】一実施形態による、視聴者からのリアクションの徹底的な分析に基づいて、実
用的な洞察を提供するためのフローチャートである。
【図１２】一実施形態による、視聴者からの生理的反応における傾向を表す例示的な強調
および矢印に加えて、そのような表示の言語的な説明も示す図である。
【図１３】一実施形態による、メディアと視聴者からの生理的反応との同期をサポートす
るためのシステムの図である。
【図１４】一実施形態による、メディアと視聴者からの生理的反応との同期のためのフロ
ーチャートである。
【図１５】一実施形態による、視聴者からの逐語的コメントのグラフィカル提示をサポー
トするためのシステムの図である。
【図１６】一実施形態による、視聴者からの逐語的コメントのグラフィカル提示のための
フローチャートである。
【図１７】一実施形態による、ユーザーの現時点の感情状態を決定するために電気的活動
を測定するセンサーヘッドセットを使用するシステムの図である。
【図１８】一実施形態による、センサーヘッドセットの斜視図である。
【図１９】一実施形態による、センサーヘッドセットおよびコンピューターのブロック図
である。
【図２０】一実施形態による、センサーヘッドセットの増幅器の回路図である。
【図２１】一実施形態による、センサーヘッドセットのフィルター段の回路図である。
【図２２】一実施形態による、センサーヘッドセットの抵抗－コンデンサーＲＣフィルタ
ーの回路図である。
【図２３】一実施形態による、センサーヘッドセットの増幅器、３つのフィルター段、お
よびＲＣフィルターの回路図である。
【図２４】一実施形態による、センサーヘッドセットのデジタルプロセッサーのブロック
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図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書で説明される実施形態は、各人の生活環境における多数の視聴者の各々からの
生理的データの分散収集および集中処理を介したメディアインスタンスの大規模試験のた
めの、「インペルソナ」（“ｉｎ　ｐｅｒｓｏｎａ”）センシングを可能にする。視聴者
は、本明細書では、参加者および／またはユーザーと呼ばれ得る。生理的データは、最初
に、１つまたは複数の生理センサーを装着された視聴者の各々から、視聴者がメディアイ
ンスタンスを視聴している場所でローカルに収集することができる。その後、これらの分
散された場所で視聴者から収集されたデータはすべて、処理、集約、保存、および分析の
ために中央位置に伝送することができる。
【００１０】
　以下の説明では、数多くの具体的な詳細が、本明細書で説明される実施形態の完全な理
解および可能な説明を提供するために紹介される。しかし、当業者であれば、これらの実
施形態が具体的な詳細の１つもしくは複数を伴わずに、または他の構成要素、システムな
どを伴って実施できることを理解されよう。他の場合には、良く知られた構造または動作
は、開示される実施形態の態様を曖昧にしないために、示されず、または詳細に説明され
ない。
【００１１】
　本発明は、添付の図面の図において、限定ではない例として説明され、図面において、
同様の参照符号は、類似の要素を指示する。本開示における「一（ａｎ）」もしくは「一
（ｏｎｅ）」実施形態、または「いくつかの」実施形態に対する言及は、必ずしも同じ実
施形態に対するものではなく、そのような言及は、少なくとも１つを意味する。
【００１２】
　広告者、メディア製作者、教育者、および他の関係者は、エンドユーザーのニーズによ
り良く適し、および／または作成されるメディアインスタンスの有効性を高めるように、
情報またはメディアインスタンスを適合させるために、ターゲット、顧客、クライアント
、および生徒からのメディア製品に対する視聴者反応をより良く理解することを以前から
望んできた。提案される手法の下では、視聴者は、試験施設が置かれた特定の場所におけ
る、および／または試験施設が利用可能な試験セッション、もしくは管理する人が対応可
能な特定の時間における試験セッションに出席する必要はない。反対に、生理的データは
、視聴者からどこででも、非限定な例としては自宅でくつろいでいるときでも、収集する
ことができる。障壁が大きく引き下げられたせいで、これまでよりも多くの視聴者が今で
は参加できるようになったため、メディアインスタンスの試験は、今では全国および全世
界といったより広範な規模で行うことができ、メディアインスタンスの評価は一層客観的
で正確になる。
【００１３】
　本明細書で説明される実施形態は一般に、例えばネットワーク結合または接続（例えば
インターネット、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワークなど）を使用
して、試験用のメディアまたはメディアインスタンスを各現場または現地に自動的に配信
する。メディアは、１つまたは複数の現場での場所または現場内の場所に関わりなく、す
べての参加者または視聴者に対して試験される。試験は、管理者のいない自律的なものと
することができ、または場合によっては、人間の管理者を使用することもできる。試験中
、生理的データが、１つまたは複数のセンサーおよび信号収集デバイスを使用して、参加
者から収集される。データは、同期が取られ、伝送のためにパッケージ化（例えば、パケ
ット化、暗号化、圧縮、フィルタリングなど）され、ネットワーク結合または接続（例え
ば、インターネット、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワークなど）を
使用して、信号収集デバイスから処理デバイスに送信される。処理デバイスは、生理的デ
ータに基づいて、視聴者の１つまたは複数の生理的反応を取り出し、視聴者からのメディ
アインスタンスに対する取り出された反応を集約し、分析し、生理的データ、取り出され
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た生理的反応、および／または集約された反応の分析結果を保存する。これらの動作は、
以下で詳細に説明される。
【００１４】
　図１は、一実施形態による、大規模なメディア試験をサポートするためのシステムのブ
ロック図である。この図は、機能的に別々となるように構成要素を描いているが、そのよ
うな描き方は、単に説明のためにすぎない。この図に描かれた構成要素を恣意的に組み合
わせ得ること、または別々のソフトウェア、ファームウェア、および／もしくはハードウ
ェアコンポーネントに分割し得ることは、当業者には明らかであろう。さらに、そのよう
な構成要素は、それらがどのように組み合わされ、または分割されるかに関わりなく、同
一のコンピューティングデバイスまたは多数のコンピューティングデバイス上で実行でき
、多数のコンピューティングデバイスは、１つまたは複数のネットワークによって接続で
きることも、当業者には明らかであろう。
【００１５】
　図１を参照すると、複数の視聴者１０３の各々は、自分が選んだ現場１０２において、
個々別々に同じメディアインスタンス１０１を視聴することができる。ここで、現場は、
例えば、視聴者がメディアインスタンスを内々に視聴することができる（例えばパーソナ
ルコンピューターを使用してオンラインで視聴するなど）自宅または他の任意の場所、お
よび視聴者が試合の合間にＴＶコマーシャルを視聴することができるスポーツバーなどの
公共の場所といった、メディアインスタンスを視聴する場面または場所とすることができ
る。一般に、現場は、異なる物理的位置、異なる物理的建造物、異なる地理的位置、異な
る地理的建造物、および共通の建造物内の異なる部屋、地域、または領域のうちのいずれ
かを含むことができる。限定ではないが、メディアインスタンスは、テレビ番組、広告ク
リップ、映画、印刷メディア（例えば雑誌）、ウェブサイト、ビデオゲーム、コンピュー
ターアプリケーション、個人の視聴体験に適した任意のタイプのメディアインスタンス、
オンライン広告、録画ビデオ、実況メディア、および他のタイプのメディアとすることが
でき、メディアインスタンスは、製品分析に関係するので、製品、製品コンテンツ、コン
テンツ、製品情報、および製品または他の物との消費者の対話に関係するメディアを含む
ことができる。複数の視聴者１０３の各々は、メディアインスタンスを視聴している視聴
者および／またはメディアインスタンスと対話している視聴者からの生理的データを受信
し、測定し、記録するための１つまたは複数のセンサー１０４を着用することができる。
１つまたは複数のセンサーの各々は、少数の名を挙げれば、脳電図、加速度計、血中酸素
センサー、心臓センサー、検流計、および筋電計のうちの１つとすることができる。これ
らのセンサーは例として提供されたが、センサー１０４は、他の任意の生理センサーを含
むこともできる。
【００１６】
　生理的データが測定されると、視聴者に取り付けられた１つまたは複数のセンサーは、
信号収集デバイス１０５との通信を介して、生理的データを送信することができる。信号
収集デバイス１０５は、視聴者１０３がメディアインスタンスを視聴している同じ現場に
、または同じ現場の近くに配置することができるが、それに限定されない。ここでは、現
場において短距離をカバーする無線通信は、限定ではないが、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ、Ｗｉ－Ｆｉ、無線ＬＡＮ、高周波（ＲＦ）送信、および他の任意の形態の短距離無線
通信とすることができる。視聴者に取り付けられた１つまたは複数のセンサー１０４から
生理的データを受信または受領すると、信号収集デバイス１０５は、送信に適した形式に
データを事前処理し、編成し、および／またはパッケージ化するように動作可能であり、
その後、データが収集された分散現場１０２とは別のおそらくは遠隔の場所における更な
る処理、保存、および分析のために、ネットワーク１０６を介してデータを集中処理モジ
ュール１０７に送信する。ここでは、ネットワークは、インターネット、イントラネット
、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、無線
ネットワーク、および移動体通信ネットワークとすることができるが、これらに限定され
ない。一実施形態では、視聴者の身元は、データから視聴者の識別情報（例えば、名前、
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住所など）を除去することによって保護される。
【００１７】
　処理モジュール１０７は、分散現場にいる複数の視聴者の各々からの生理的データを受
領し、生理的データに基づいて１つまたは複数の生理的反応を取り出し、視聴者からのメ
ディアインスタンスに対する取り出された反応を集約し、分析し、生理的データ、取り出
された生理的反応、および／または集約された反応の分析結果をリアクションデータベー
ス１０８に保存する。任意選択的に、評価モジュール１０９は、複数の視聴者からの生理
的反応に基づいて、メディアインスタンスを評価するように動作可能である。
【００１８】
　図２は、一実施形態による、大規模なメディア試験をサポートするための例示的なプロ
セスのフローチャートである。この図は、説明のために特定の順序で機能的動作を描いて
いるが、当業者であれば理解されようが、プロセスは、動作のどのような特定の順序また
は配列にも限定されない。この図に描かれた様々な動作は、様々な仕方で省略し、再配列
し、組み合わせ、および／または適合させ得る。
【００１９】
　図２を参照すると、２０１において、各人の現場で個々別々にメディアインスタンスを
視聴する視聴者から生理的データを収集することができる。２０２において、視聴者から
の収集された生理的データは、視聴者がメディアインスタンスを視聴している現場にある
、または現場の近くにある信号収集デバイスに無線送信される。その後、生理的データは
、２０３において、送信のための適切な形式に事前処理され、パッケージ化され、２０４
において、別の場所における集中処理のために、ネットワークを介して送信される。２０
５において、分散現場にいる複数の視聴者の各々からの生理的データが受領され、生理的
データから１つまたは複数の生理的反応が取り出される。その後、２０６において、生理
的データおよび／またはメディアインスタンスに対する取り出された反応を集約し、およ
び／または分析することができる。最後に、２０７において、生理的データ、取り出され
た生理的反応、および反応の分析結果をデータベースに保存することができる。
【００２０】
　本明細書で説明される実施形態は、外部の人間の介入または支援が僅かしかない、また
はまったくない多くの方法で、参加者が自らを試験できるように、自己管理試験を可能に
する。一実施形態では、この自己管理試験は、本明細書で説明される統合センサーヘッド
セットを、センサーヘッドセット・チュートリアルおよび自動データ品質検出と併せて使
用することによって可能にされる。
【００２１】
　センサーヘッドセットまたはヘッドセットは、本明細書で詳細に説明されるように、生
理的データの測定のために人体の一部（例えば、人の頭部、手、腕、脚など）に配置でき
るハウジング内にセンサーを統合する。デバイスは、少なくとも１つのセンサーと、ハウ
ジングに接続される参照電極とを含む。センサーおよび参照電極に結合されるプロセッサ
ーは、ユーザーの組織における電気的活動を表す信号を受信する。デバイスは、出力信号
をリモートデバイスに送信する無線送信機を含む。したがって、デバイスは、生理的デー
タを処理して、人の心的および感情的状態（反応）に対応する出力信号を生成する。
【００２２】
　統合ヘッドセットが図３に示されており、統合ヘッドセットは、乾燥ＥＥＧ電極を使用
し、データ送信のために無線通信を採用する。統合ヘッドセットは、視聴者がメディアイ
ンスタンスを視聴している間、視聴者の生理的データを測定するために、視聴者の頭部に
配置することができる。図３を参照すると、統合ヘッドセットは、以下の構成要素、すな
わち、処理ユニット３０１、動き検出ユニット３０２、安定化部材３０３、１組のＥＥＧ
電極、心拍センサー３０５、電力操作および送信回路３０７、および調整可能ストラップ
３０８のうちの少なくとも１つまたは複数を含むことができる。ここでは、センサーの非
限定的な例として、動き検出ユニット、ＥＥＧ電極、および心拍センサーが使用されるが
、他のタイプのセンサーもヘッドセットに統合することができ、これらのタイプのセンサ
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ーは、限定ではないが、脳電図、血中酸素センサー、検流計、筋電計、皮膚温センサー、
呼吸センサー、および他の任意のタイプの生理センサーとすることができることに留意さ
れたい。ヘッドセットは、以下で詳細に説明される。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、ヘッドセットは、ＺｉｇＢｅｅなど、高レベルの通信プロト
コル一式のための仕様の下で動作する。ＺｉｇＢｅｅは、無線パーソナルエリアネットワ
ーク（ＷＰＡＮ）のためのＩＥＥＥ８０２．１５．４規格に基づいた小規模の低電力デジ
タル無線を使用する。ＺｉｇＢｅｅは、低いデータレート、長い電池寿命、および安全な
ネットワーキングを必要とする、高周波（ＲＦ）アプリケーションを対象とする。Ｚｉｇ
Ｂｅｅプロトコルは、低いデータレートおよび低い電力消費を必要とする、統合ヘッドセ
ットなどの埋め込みアプリケーションでの使用を意図している。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、視聴者が着用した統合ヘッドセットは、ＺｉｇＢｅｅに基づ
いたＷＰＡＮを形成するように動作可能であり、そのようなネットワークは、埋め込みセ
ンシング、データ収集などのために使用できる、汎用的で低コストの自己組織型メッシュ
ネットワークである。統合ヘッドセット間の結果のネットワークは、相対的に少量の電力
を使用し、そのため、各統合ヘッドセットは、最初に入れた電池を使用して、１、２年間
動作することができる。統合ヘッドセットの各々の限られた無線送信距離と、多数の視聴
者が集まっている現場の物理的寸法のため、統合ヘッドセットと信号収集デバイスの間の
物理的な距離によっては、すべての統合ヘッドセットが、データを信号収集デバイスに直
接送信できる電力を有するとは限らない。統合ヘッドセット間に形成されるＷＰＡＮの下
では、信号収集デバイスから遠く離れた統合ヘッドセットは、最初に近くの他の統合ヘッ
ドセットにデータを送信する。その後、データは、ネットワークを介して、信号収集デバ
イスに物理的に近いヘッドセットにルーティングされ、最後に、それらのヘッドセットか
ら信号収集デバイスに送信される。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、現場にある信号収集デバイスと、別の場所にある処理モジュ
ールは、ネットワークを介して互いに通信することができる。ここでは、ネットワークは
、インターネット、イントラネット、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、ローカルエ
リアネットワーク（ＬＡＮ）、無線ネットワーク、および移動体通信ネットワークとする
ことができるが、これらに限定されない。信号収集デバイスは、ソフトウェア、ファーム
ウェア、ハードウェア、または目的を達成するために使用される他の構成要素の任意の組
み合わせを指す。
【００２６】
　ヘッドセットからのデータ送信は、ヘッドセットが結合するコンピューターインタフェ
ースを介して無線で処理することができる。正確な測定を取得するための肌の下準備およ
びジェルは、試験者において必要とされず、ヘッドセットは、試験者から容易に取り外す
ことができ、即座に別の人によって使用することができる。使用中、ヘッドセットの劣化
は生じず、ヘッドセットは、何千回も再使用することができ、短期間に低コストで、多く
の参加者において測定を行うことを可能にする。
【００２７】
　ヘッドセットの装着および着用の際にユーザーを支援するため、一実施形態は、参加者
にチュートリアルを自動的に提示する。チュートリアルは、ヘッドセットをどのように頭
に装着すべきか、また試験中にヘッドセットをどのように着用すべきかを参加者に説明す
る。チュートリアルは、以下で説明されるように、参加者から受信したデータの検出され
た品質に対応するフィードバックの提示についても説明することができる。チュートリア
ルは、参加者に属するコンピューターに自動的にダウンロードすることができ、その場合
、コンピューターは、メディアインスタンス視聴の構成要素として、および／またはメデ
ィアインスタンス視聴中の生理的データの収集のための構成要素として使用される。
【００２８】
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　一実施形態のチュートリアルは、例えば、参加者のコンピューターに自動的にダウンロ
ードされ、受信されると直ちに自動的にロードして、メディアインスタンス視聴のため、
および／またはメディアインスタンス視聴中の生理的データの収集のために、参加者のコ
ンピューターを構成または設定する。チュートリアルは、熟練技術者が（もしいたとした
ら）行うであろう事柄の各々を自動的に進行させ、接続および配置の質をチェックする一
方で、ユーザーをリラックスさせ、自然な環境にいることができるようにする非常に単純
なインタフェースをユーザーに与える。一例として、チュートリアルは、ヘッドセットを
装着し、メディアインスタンスの視聴を準備している間に、参加者に以下のうちの１つま
たは複数を、すなわち、ヘッドセットからの無線信号強度のチェック、センサーの接触の
チェック、心臓の鼓動が速すぎず、参加者がリラックスしていることを確かめるための参
加者の状態のチェックのうちの１つまたは複数を行うように指図する。試験を開始するの
に適当ではない、ヘッドセットまたは参加者に関する何かが、チュートリアル期間に発見
された場合、チュートリアルは、その不具合をどのように回復させるべきかを参加者に指
図する。
【００２９】
　さらに、自己管理試験が、自動データ品質検出の使用によって可能にされる。図１を参
照すると、一実施形態の信号収集デバイス１０５は、データ品質を自動的に検出し、参加
者のデータ内で検出されたデータ異常に対応する１つまたは複数の推奨対応策を、フィー
ドバック表示を介して参加者に提供する。データ品質のフィードバックを参加者に提供す
る際、システムは、受信データの品質をリアルタイムに自動的に測定し、受信データが決
して最適ではない場合、どのような行動を取るべきかについて、フィードバックを参加者
に提供する。データの品質は、ヘッドセットのセンサーから受信されたデータのパラメー
タを使用し、これらのパラメータに閾値を適用して、自動的に決定される。
【００３０】
　一例として、システムは、参加者の瞬目率が事前指定された閾値を超えたことによって
指摘される、参加者のデータ内の問題を自動的に検出することができる。別の例として、
システムは、ＥＥＧのエネルギーおよびサイズ、ＥＥＧ内のアーチファクトを使用して決
定される、参加者のＥＥＧによって指摘される参加者のデータ内の問題を自動的に検出す
ることができる。さらに、システムは、心臓活動の情報を使用して、参加者のデータ内の
問題を自動的に検出することができる。過剰な瞬目率など、参加者のデータを用いて検出
された問題に応答して、システムは、１つまたは複数の対応策を参加者に自動的に提示す
る。提示された推奨対応策は、瞬目率を公称値まで減らすことができる、任意の数および
／またはタイプの対応策を含むことができる。参加者は対応策に従うことが期待され、そ
うすることで、決して最適ではないデータの受信を排除しなければならない。
【００３１】
　参加者から受信したデータを用いる問題の自動検出に加えて、データは、潜在的な参加
者が試験を受けることが可能かどうか、または試験を受けるのに適当な状態にあるかどう
かを決定するために使用することができる。そのため、受信データで指摘されるように、
例えば、参加者の心臓の鼓動が速い場合、または参加者の不自然にかつ神経過敏に瞬いて
いる場合、参加者は、試験を受ける状態にはなく、潜在的な参加者から除外することがで
きる。
【００３２】
　図４は、一実施形態による、自己管理試験４０２のフロー図である。参加者またはユー
ザーがシステムを起動すると、それに応答して、試験中にヘッドセットをどのように装着
し、着用すべきかを説明するチュートリアルが提示される（４０２）。参加者がメディア
インスタンスを視聴している期間に、参加者から受信したデータが最適品質に関して分析
される（４０４）。非最適データの受信が検出され（４０６）、それに応答して、データ
品質フィードバックが参加者に提示される（４０８）。データ品質フィードバックは、上
で説明されたように、参加者のデータ内の検出された異常に対応する１つまたは複数の推
奨対応策を含む。
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【００３３】
　いくつかの実施形態では、信号収集デバイスは、センサーおよび集中処理モジュールと
通信するための通信およびネットワークインタフェースを有する、非限定的な一例として
のセットトップボックスなどの、スタンドアロンのデータ収集および伝送デバイスとする
ことができる。代替的に、信号収集デバイスは、非限定的な例として、メディアインスタ
ンスを視聴者に提示するＴＶ、モニター、またはＤＶＤプレーヤーなどの、別のハードウ
ェアに埋め込むこと、または別のハードウェアと統合することができる。ここでは、信号
収集デバイスは、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、または目的を達成する
ために使用される他の構成要素の任意の組み合わせを指す。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、信号収集デバイスは、ネットワークおよび／または処理モジ
ュールにかかる負荷を軽減するために、各視聴者から収集されたデータを送信前に事前処
理することによって、「意味のある」データのみを集中処理モジュールに送信するように
動作可能である。実際の応用では、ある視聴者が、その全持続期間にわたってメディアイ
ンスタンスに注意を払っていないことが必然的に起こる。メディアインスタンスを評価す
る目的では、視聴者がメディアインスタンスを表示している画面／モニターに注目または
集中していない時間に視聴者から収集されたデータは無関係であり、除去されるべきであ
る。一代替実施形態では、事前処理は、処理モジュール１０７によって実行することがで
きる。別の代替実施形態では、事前処理は、信号収集デバイス１０５と処理モジュール１
０７の間で分担することができる。
【００３５】
　収集されたデータの事前処理は、各視聴者から収集された生理的データ内の「ノイズ」
を除去することを含むが、これらに限定されない。「ノイズ」は、視聴者がメディアイン
スタンスに注意を払っていない統計的に関係のない期間でのデータを含み、その結果、統
計的に関係のある瞬間および／またはメディアインスタンス内のイベントに関連した瞬間
のみが送信される。処理モジュールは、フーリエ変換または当業者に知られたデジタル信
号処理用に一般に使用される他の任意のタイプの変換を介して、生理的データを時間領域
から周波数領域に変換することができる。周波数領域に変換されると、視聴者のおしゃべ
り、頭の向き、うたた寝、眠り、または視聴者がメディアインスタンスに注意を払わない
原因となる他の任意のタイプの動作に対応するデータ内の区域の部分を、パターン認識お
よび人間の挙動についての既知のモデルに基づいた他のマッチング方法を介して、識別す
ることができる。
【００３６】
　システムは、最適とは言えないデータを累積データセットから除去する。データ除去は
、データが非最適である期間が閾値を超えた場合に、ユーザーのすべてのデータを除去す
ること、また参加者から受信した全データからデータの非最適部分のみを除去することを
含む。非最適データを除去する際、システムは、様々なタイプの収集されたデータに関す
るアーチファクトを自動的に除去する（例えば、参加者の瞬き、眼球運動、身体運動、筋
肉雑音などに基づいたＥＥＧデータに関するアーチファクトの除去）。一実施形態におい
てデータ品質を評価する際に使用されるアーチファクトは、当技術分野で知られたモデル
に基づいている。
【００３７】
　一実施形態では、信号収集デバイス１０５が、センサーヘッドセットからの着信データ
に対してデータ品質分析を自動的に実行する。信号収集デバイス１０５は、センサーデー
タ（例えば、ＥＥＧセンサー、心臓センサーなど）内のアーチファクトに関して着信信号
を分析する。信号収集デバイス１０５は、参加者の動きを測定し、参加者が閾値を超える
動きをしている期間を決定するために、加速度計データも使用する。参加者が閾値を超え
る「激しい」動きをしていることが分かった期間に収集された参加者のデータは、データ
セットに含めるには適さない非最適データとして切り取られ、または除去される。
【００３８】
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　一代替実施形態では、処理モジュール１０７が、センサーヘッドセットからの着信デー
タに対してデータ品質分析を自動的に実行する。処理モジュール１０７は、センサーデー
タ（例えば、ＥＥＧセンサー、心臓センサーなど）内のアーチファクトに関して着信信号
を分析する。処理モジュール１０７は、参加者の動きを測定し、参加者が閾値を超える動
きをしている期間を決定するために、加速度計データも使用する。参加者が閾値を超える
「激しい」動きをしていることが分かった期間に収集された参加者のデータは、データセ
ットに含めるには適さない非最適データとして切り取られ、または除去される。
【００３９】
　収集されたデータの事前処理は、データの同期を取ることを含むが、これらに限定され
ない。一実施形態のシステムは、累積データを形成するように、各ユーザーからのデータ
を他のすべてのユーザーのデータと同期させる。加えて、システムは、累積データをそれ
が対応するメディアインスタンスと同期させる。システムの信号収集デバイス１０５は、
記録されているすべてのデータのタイムコードを同期させる。それにより、その後、再生
中のメディアインスタンス（例えばビデオ）に累積データを同期させることが可能になる
。その際、システムは、データの各部分またはインスタンスのタイムコードをデータの他
のすべての部分またはインスタンスに同期させるので、そのすべてが比較可能になる。そ
の後、システムは、累積データストリームをメディアインスタンスに同期させる。
【００４０】
　同期を実行する際、刺激（例えばメディアインスタンス）が記録されて、刺激の完全な
記録を生成する。タグ付けシステムは、刺激内のキーポイントを整列させ、刺激内のこれ
らのキーポイントを、記録されたデータ内の対応する時点またはインスタンスと関連付け
る。この技法を使用して、オフセットが決定され、各参加者から受信したデータに適切に
適用される。
【００４１】
　一代替実施形態では、参加者は、メディアインスタンスの開始前または開始時に検出で
きる何らかの行為（例えば１０回の瞬き）を、同期イベントとして行うように促されるこ
とができる。その後、各参加者に対応するデータは、データ内の同期イベントの証跡を使
用して、同期または整列させられる。
【００４２】
　加えて、収集されたデータの事前処理は、各視聴者から収集された生理的データを圧縮
することを含むが、これらに限定されない。ときには、メディアインスタンス内のイベン
トに対する視聴者のリアクションは、ある期間、大きな変動もなく「フラット」に進行す
ることがある。そのようなシナリオの下では、処理モジュールは、生理的データの不変部
分をスキップすることができ、視聴者の感情的リアクションの変動を示す生理的データの
部分のみを集中処理モジュールに送信することができる。
【００４３】
　さらに、収集されたデータの事前処理は、各視聴者から収集された生理的データを要約
することを含むが、これらに限定されない。生理的データが視聴者の大きなグループから
収集される場合、リアルタイムでのネットワークの帯域幅および／または処理モジュール
の処理能力が問題になることがある。そのため、処理モジュールは、メディアインスタン
スに対する視聴者のリアクションを結論的な言葉で要約することができ、メディアインス
タンスの全持続期間にわたる生理的データの代わりに、そのような結論のみを送信するこ
とができる。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、処理モジュールは、コンピューティングデバイス、通信デバ
イス、またはソフトウェアコンポーネントを実行可能な任意の電子デバイス上で動作する
ように動作可能である。非限定的な例として、コンピューティングデバイスは、ラップト
ップＰＣ、デスクトップＰＣ、およびサーバーマシンとすることができるが、これらに限
定されない。
【００４５】
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　いくつかの実施形態では、処理モジュールは、事前処理中に除去され識別された「ノイ
ズ」または不変データを「カバー」するように、視聴者が注意を払っている期間の「良好
な」データを補間するように動作することができる。補間は、「ノイズ」期間に時間的に
隣接する「良好な」期間中のデータの増分調整によって行うことができる。各視聴者から
の生理的データは、視聴者の生理的反応を取り出して、メディアインスタンスを評価する
ように、集約される前に、メディアインスタンスの全持続期間にわたって「平滑化」され
ることができる。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、リアクションデータベースは、生理的データおよび／または
メディアインスタンスに対する引き出された生理的反応に加えて、視聴者が視聴していた
メディアインスタンスに関係のあるデータも保存する。保存される各メディアインスタン
スの関係のあるデータは、限定ではないが、（適切な場合は）試験のための実際のメディ
アインスタンス、メディアインスタンスのイベント／瞬間の内訳（ｂｒｅａｋ　ｄｏｗｎ
）、およびメディアインスタンスのメタデータのうちの１つまたは複数を含み、メディア
インスタンスのメタデータは、メディアインスタンスの製造会社、商標、製品名、カテゴ
リー（非限定的な例として、アルコール飲料、自動車など）、製造年、人口統計的な対象
（非限定的な例として、年齢、性別、収入など）を含むことができるが、これらに限定さ
れない。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、視聴者からのメディアインスタンスに対する生理的反応の分
析結果を保存するのに加えて、リアクションデータベースは、メディアインスタンスの視
聴前、視聴中、および／または視聴後に複数の視聴者の各々に求められた調査の結果も含
むことができる。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、評価モジュールは、視聴者の生理的反応に基づいて、メディ
アインスタンスのスコアを計算するように動作可能である。メディアインスタンスのスコ
アは、視聴者の大多数がメディアインスタンスに対して肯定的に反応した場合、高くなる
。他方、メディアインスタンスのスコアは、視聴者の大多数がメディアインスタンスに対
して否定的に反応した場合、低くなる。
【００４９】
　生理的データは、大規模なメディア試験をサポートするためのシステムを使用して、参
加者から収集されるが、一実施形態は、特定のメディアインスタンスに対する１人または
複数の視聴者からのリアクションに対する、遠隔からの対話型なアクセス、ナビゲーショ
ン、および分析を可能にする。ここでは、リアクションは、限定ではないが、視聴者から
の、生理的反応、調査結果、逐語的フィードバック、イベントベースのメタデータ、なら
びに成功および失敗の指標のための導き出された統計を含む。参加視聴者からの生理的デ
ータが収集されると、視聴者からのリアクションが、集約され、データベースに保存され
、ウェブブラウザーなどのウェブベースのグラフィカルインタフェースまたはアプリケー
ションを介してユーザーに配信される。
【００５０】
　ウェブベースのグラフィカルインタフェースまたは他のネットワーク結合を介して、ユ
ーザーは、特定のメディアインスタンスを、そのメディアインスタンスと同期が取られた
集約された生理的反応、調査結果、および特定のメディアインスタンスに関連する逐語的
フィードバックのうちの１つまたは複数とともにリモートにアクセスし、ナビゲートする
ことができる。メディアインスタンスに対する視聴者のリアクションの（スナップショッ
トなどの）静的データを提示される代わりに、ユーザーは今では、自らが好むいずれかの
方法で、リアクションを対話型に分割し、切り分け、解析し、分析することができる。本
明細書で説明される実施形態は、生理分析の分野の専門家ではない人が、特定のニーズに
従って、データを組織し、データの提示または視覚化を組織し、改善できるようにするこ
とによって、これらの非専門家が、生理的データを理解し、使用できるようにする自動化
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を提供する。このようにして、本明細書の実施形態は、非専門家が、複雑なデータを理解
し、メディアインスタンスに対する結論を適切に提示するような方法で、複雑なデータを
組織できるようにする自動化プロセスを提供する。
【００５１】
　ユーザーは、本明細書で提供される、データを集約するための自動化方法とともに、１
つの場所で且つユーザーの指先１つで利用可能な、視聴者からの多数のリアクション（例
えば、生理的反応、調査結果、逐語的フィードバック、メタデータを用いてタグ付けされ
たイベントなど）を持つので、１つのところに座ったまま、数百のメディアインスタンス
の中を移動することによって、それらに対するリアクションを見ることができる。メディ
アインスタンスの各々について、多数のリアクションの統合は、メディアインスタンスに
対する各リアクションの総和よりも多くの情報をユーザーに提供する。非限定的な例とし
て、ある広告が不評であることを１つの調査が告げている場合、それは単なる情報である
が、多数の視聴者にわたる独立した調査、逐語的フィードバック、および生理的データが
同じことを告げている場合、メディアインスタンスに対するリアクションは、より信頼で
きるものになる。ユーザーがそれを見る前にリアクションを組み合わせることによって、
正しい結果がユーザーに提示される。
【００５２】
　多くの処理アプリケーションおよび事前処理アプリケーションが上で説明されたが、本
明細書で説明される実施形態の構成要素は、上で説明されたアプリケーションに限定され
ない。例えば、上では処理用として説明された任意のアプリケーションは、事前処理用と
して実行することができる。さらに、上では事前処理用として説明された任意のアプリケ
ーションは、処理用として実行することができる。さらに、処理を必要とするいずれのア
プリケーションも、処理用および事前処理用の構成要素または活動の間で分担することが
できる。加えて、関連出願において説明される信号処理および他の処理は、本明細書で説
明される処理および／または事前処理の一部として実行することができる。
【００５３】
　上で説明されたように、生理的データを収集すると、一実施形態は、特定のメディアイ
ンスタンスに対する１人または複数の視聴者からのリアクションに対する、リモートの且
つ対話型なアクセス、ナビゲーション、および分析を可能にする。ここでは、リアクショ
ンは、限定することなく、視聴者からの、生理的反応、調査結果、逐語的フィードバック
、イベントベースのメタデータ、ならびに成功および失敗の指標のための導き出された統
計を含む。視聴者からのリアクションは、集約され、データベースに保存され、ウェブブ
ラウザーなどのウェブベースのグラフィカルインタフェースまたはアプリケーションを介
してユーザーに配信される。ユーザーは、ウェブベースのグラフィカルインタフェースを
介して、メディアインスタンスと同期が取られた集約された生理的反応、調査結果、およ
び特定のメディアインスタンスに関連する逐語的フィードバックのうちの１つまたは複数
とともに、特定のメディアインスタンスにリモートにアクセスし、ナビゲートすることが
できる。視聴者のメディアインスタンスに対するリアクションの（スナップショットなど
の）静的データが提示される代わりに、ユーザーは今では、自らが好むいずれかの方法で
、リアクションを対話型に分割し、切り分け、解析し、分析することができる。本明細書
の実施形態は、生理分析の分野の専門家ではない人が、特定のニーズに従って、データを
組織し、データの提示または視覚化を組織し、改善できるようにすることによって、これ
らの非専門家が、生理的データを理解し、使用できるようにする自動化を提供する。この
ようにして、本明細書の実施形態は、非専門家が、複雑なデータを理解し、メディアイン
スタンスに対する結論を適切に提示するような方法で、複雑なデータを組織できるように
する自動化プロセスを提供する。
【００５４】
　ユーザーは、本明細書で提供される、データを集約するための自動化方法とともに、１
つの場所で且つユーザーの指先１つで利用可能な、視聴者からの多数のリアクション（例
えば、生理的反応、調査結果、逐語的フィードバック、メタデータを用いてタグ付けされ
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たイベントなど）を持つので、１つのところに座ったまま、数百のメディアインスタンス
の中を移動することによって、それらに対するリアクションを見ることができる。メディ
アインスタンスの各々について、多数のリアクションの統合は、メディアインスタンスに
対する各リアクションの総和よりも多くの情報をユーザーに提供する。非限定的な例とし
て、ある広告が不評であることを１つの調査が告げている場合、それは単なる情報である
が、多数の視聴者にわたる独立した調査、逐語的フィードバック、および生理的データが
同じことを告げている場合、メディアインスタンスに対するリアクションは、より信頼で
きるものになる。ユーザーがそれを見る前にリアクションを組み合わせることによって、
正しい結果がユーザーに提示される。
【００５５】
　図５は、一実施形態による、メディアおよび視聴者からのリアクションに対する自動リ
モートアクセスおよび分析をサポートするための例示的なシステムの図である。この図は
、機能的に別々となるように構成要素を描いているが、そのような描き方は、単に説明の
ためにすぎない。この図に描かれた構成要素を恣意的に組み合わせ得ること、または別々
のソフトウェア、ファームウェア、および／もしくはハードウェアコンポーネントに分割
し得ることは、当業者には明らかであろう。さらに、そのような構成要素は、それらがど
のように組み合わされ、または分割されるかに関わりなく、同一のコンピューティングデ
バイスまたは多数のコンピューティングデバイス上で実行でき、多数のコンピューティン
グデバイスは、１つまたは複数のネットワークによって接続できることも、当業者には明
らかであろう。
【００５６】
　図５を参照すると、認証モジュール５１０２は、メディアインスタンス５１０３と、メ
ディアインスタンスの複数の視聴者からの１つまたは複数のリアクション５１０４とに対
するアクセスを、ネットワーク１０６を介してリモートに要求するユーザー５１０１の身
元を認証するように動作可能である。ここでは、それぞれ、メディアインスタンスと、そ
の関係データは、メディアデータベース５１０５に保存されることができ、視聴者からの
１つまたは複数のリアクションは、リアクションデータベース５１０６に保存されること
ができる。ネットワーク１０６は、インターネット、イントラネット、ワイドエリアネッ
トワーク（ＷＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、無線ネットワーク、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ、および移動体通信ネットワークとすることができるが、これらに限定さ
れない。ユーザーが認証されると、提示モジュール５１０８は、要求された情報（例えば
、メディアインスタンスと、複数の視聴者からの１つまたは複数のリアクションと）を取
り出し、対話型ブラウザー５１０９を介してユーザーに提示する。対話型ブラウザー５１
０９はメディアパネル５１１０と反応パネル５１１１とを含む、少なくとも２つのパネル
を備える。メディアパネル５１１０は、メディアインスタンスを提示し、再生し、停止さ
せるように動作可能であり、反応パネル５１１１は、メディアインスタンスに対応する１
つまたは複数のリアクションを表示し、リアクションを対話型に分割し、切り分け、解析
し、分析するための複数の機能をユーザーに提供するように動作可能である。
【００５７】
　図６は、メディアおよび視聴者からのリアクションに対するリモートアクセスおよび分
析をサポートするための例示的なプロセスを示すフローチャートである。この図は、説明
のために特定の順序で機能的動作を描いているが、プロセスは、動作のどのような特定の
順序または配列にも限定されない。この図に描かれた様々な動作は、様々な仕方で省略し
、再配列し、組み合わせ、および／または適合させ得ることは、当業者であれば理解され
よう。
【００５８】
　図６を参照すると、６０１において、メディアインスタンスおよび複数の視聴者からの
インスタンスに対する１つまたは複数のリアクションは、１つまたは複数のデータベース
に保存され、管理される。メディアインスタンスに対するリアクションのデータまたは情
報は、本明細書および関連出願で説明されるように、センサーヘッドセットを介して各ユ
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ーザーから取得され、または集められる。６０２において、メディアインスタンスおよび
１つまたは複数のリアクションに対するアクセスをリモートに要求するユーザーの身元が
認証される。６０３において、要求されたメディアインスタンスおよび１つまたは複数の
リアクションが取り出され、ネットワーク（例えばウェブ）を介して遠隔のユーザーに送
られる。６０４において、ユーザーは、１つまたは複数のリアクションを対話型に集約し
、分割し、切り分け、解析し、分析して、メディアインスタンスについての結論を引き出
す。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、ネットワークを介する以外の、視聴者からの１つまたは複数
のリアクションに対するアクセスの代替形態を採用することができる。非限定的な例とし
て、リアクションは、コンピューター上のローカルサーバーにおいて、または媒体上にす
べての情報を有するＤＶＤディスクなどの記録可能媒体において、ユーザーから利用可能
にすることができる。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、図５を参照すると、オプションの分析モジュール５１１２は
、メディアインスタンスに対する視聴者のリアクションに加えて、メディアインスタンス
自体に対する徹底的な分析（例えば、メディアインスタンスを多数のシーン／イベント／
セクションに切り分ける）を実行するように動作可能である。そのような分析は、ユーザ
ーによって作成されたメディアインスタンスが視聴者によってどのように知覚されている
かについての情報をユーザーに提供する。加えて、分析モジュールは、視聴者のリアクシ
ョンを複数のカテゴリーに類別するようにも動作可能である。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、ユーザーデータベース５１１３は、メディアインスタンスお
よび視聴者からのリアクションにアクセスすることを許可されたユーザーの情報と、各ユ
ーザーがアクセスすることを許可された特定のメディアインスタンスおよびリアクション
とを保存する。アクセスモジュール５１０６は、アクセスに関してユーザーを追加または
削除することができ、ユーザーのログイン名およびパスワードをチェックすることによっ
て、ユーザーがアクセスできるメディアインスタンスおよび／もしくはリアクションのリ
ストならびに／またはユーザーが使用できる分析機能のリストを制限または拡張すること
ができる。ユーザーのアクセスに対するそのような権限付与／制限は、ユーザーが誰であ
るかに基づいて、例えば、異なるタイプのユーザーについての異なる量の情報に基づいて
、決定することができる。非限定的な例として、ＡＢＣ会社は、ある広告と、その広告に
対する視聴者のリアクションの調査結果とにアクセスすることができるが、ＸＹＺ会社は
、それらにアクセスできず、または制限されたアクセスが行えるだけである。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、図７に示されるように、視聴者から集約された１つまたは複
数の生理的反応は、反応パネル７１１１に、２次元グラフまたはプロットのラインまたは
トレース７３０１として提示される。グラフの水平軸７３０２は時間を表し、グラフの垂
直軸７３０３は１つまたは複数の生理的反応の振幅（強度）を表す。ここでは、１つまた
は複数の生理的反応は、視聴者からの生理的反応の強度の最大、最小、平均、偏差、また
は高次近似のうちの１つまたは複数によって、視聴者にわたって集約される。反応は、メ
ディアインスタンスの全持続期間にわたって、あらゆる瞬間においてメディアインスタン
スと同期が取られ、ユーザーが、視聴者の感情の秒単位の変化とその原因とを識別するこ
とを可能にする。カッティングライン７３０４は、メディアインスタンスの現在のシーン
（イベント、セクション、または時間的瞬間）に対応する視聴者からの生理的反応を指示
する。カッティングラインは、メディアインスタンスの再生に合わせて移動する。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、集約された反応の振幅の変化（傾向）も、メディアインスタ
ンスの品質の良い尺度である。メディアインスタンスが、視聴者の感情を上向きおよび下
向きに激しく変化させることができる（非限定的な例として、反応の数学的偏差が大きい
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）場合、そのような激しい振幅変化は、視聴者を異なる感情状態に誘う、優れたメディア
インスタンスに対応する。対照的に、効果の小さいメディアインスタンスは、視聴者を異
なる感情状態に誘わない。反応の振幅および振幅の傾向は、メディアインスタンスの品質
の良い尺度である。そのような情報は、メディアインスタンスが所望の反応を引き出して
いるかどうか、所望の反応に合致させるために、メディアインスタンスのどの主要なイベ
ント／シーン／セクションを変更する必要があるかを識別するために、メディアデザイナ
ーによって使用することができる。優れたメディアインスタンスは、強烈で、視聴者全員
にわたって反応の正の振幅を生み出す、多数の瞬間／シーン／イベントを含むべきである
。そのような反応を生み出すのに失敗したメディアインスタンスは、メディアインスタン
スの作成者が意図していたことを達成することはできない。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、メディアインスタンス内の特定のイベントが視聴者の感情に
どう影響するかを調べるために、ユーザーに秒単位の表示を提供する以外に、収集され計
算されて集約された反応は、総統計の編集のためにも使用することができ、総統計は、メ
ディアインスタンスの全体的な影響を評価する際に役立つ。そのような統計は、平均的な
愛好および心拍の偏差を含むが、これらに限定されない。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、図８に示されるように、メディアインスタンスの視聴者は、
メディアインスタンスについてのコメント（例えば、好きな所、嫌いな所など）を自由に
書くことができる。視聴者からの逐語的な（自由記述形式の）コメントまたはフィードバ
ック５０１は記録されて、反応パネル７１１１に提示される。そのようなコメントは、視
聴者が特定のメディアインスタンスを視聴している最中に、入力を促され、視聴者から収
集され、記録される。最も情報として有益なコメントは、まとめられてユーザーに提示さ
れる。その後、ユーザーは、視聴者のリアクションのより完全な実態を取得するために、
コメントを分析し、その中からキーワードを取り出すことができる。加えて、ユーザーは
、メディアインスタンスについての自分が関心のある特定のキーワードを検索し、指定さ
れたキーワードを含むコメントだけを表示することができる。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、メディアインスタンスについての視聴者のコメントは、製品
に関連する複数のカテゴリー／トピックス／特徴において、肯定的または否定的なものと
して特徴付けることができ、そのようなカテゴリーは、製品、イベント、ロゴ、歌、スポ
ークスパーソン、滑稽な言動、語り、キーイベント、ストーリー展開を含むが、これらに
限定されない。これらのカテゴリーは、事前に決めておくことはできないが、代わりにコ
メントの分析から抽出することができる。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、図９に示されるように、視聴者から集約された１つまたは複
数の調査質問に対する回答が、例えば、反応パネル７１１１にグラフィカル形式５０２で
提示することによって、グラフィカルに描画することができる。代替的に、グラフィカル
形式は、広告を評価するよう求められた視聴者の反応の分布を表示するために使用するこ
とができる。グラフィカル形式は、限定ではないが、棒グラフ、円グラフ、柱状グラフ、
または他の任意の適切なグラフタイプとすることができる。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、調査質問は、視聴者が特定のメディアインスタンスを視聴し
ている最中に、視聴者に提出または提示することができ、質問に対する回答は、調査モジ
ュール５１１４（図５）を介して、事前定義されたカテゴリーに従って収集され、記録さ
れ、要約される。調査結果がユーザー（メディアインスタンスの作成者）から利用可能に
されると、ユーザーは、質問のいずれかを選択することができ、その質問に対応する調査
結果をユーザーに視覚的に自動的に提示させることができる。その後、ユーザーは、視聴
者のリアクションの一層完全な実態を取得するために、視聴者が特定の質問にどのように
応答したかを見て、分析することができる。
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【００６９】
　いくつかの実施形態では、上で説明された視聴者からの１つまたは複数のリアクション
の多くの異なるファセットが混合されて、少数の簡単なメトリックにされることができ、
ユーザーは、メトリックを使用して、それが同業界の他の対応物に対して現在どのように
位置付けられるかを調べることができる。ユーザーにとって、それが業界において競争相
手と比較してどんな順位を占めるかを知ることは、しばしば、希望の場所に到達する際の
最初のステップである。非限定的な例として、特定のメディアインスタンスの個々の調査
結果に加えて、調査モジュールは、多数のメディアインスタンスと比べた調査結果および
統計の比較を、ユーザーに提供することもできる。この自動化は、ユーザーが、特定のメ
ディアインスタンスに関して視聴者が提供したフィードバックを見るばかりでなく、特定
のメディアインスタンスが同じユーザーまたは競争相手によってデザインされた他のメデ
ィアインスタンスと比較してどうであるかを評価することも可能にする。一例として、１
組の広告を「好んだ」または「非常に好んだ」視聴者のパーセンテージを表示するグラフ
は、新しい広告が他の広告との関係で最上位の四分位にあるかどうかを決定するための助
けとなり得る。
【００７０】
　一実施形態は、特定のメディアインスタンスに対する複数の視聴者からのリアクション
にアクセスし、それから最大限の情報を取得するためのツールばかりでなく、視聴者のリ
アクションの徹底的な分析に基づいて、メディアインスタンスを改良するように、ユーザ
ーがどのような変更を施すことができるかについての実用的な洞察もユーザーに提供する
。そのような分析は、視聴者の生理的挙動についての専門家の知識と、大量の分析時間と
を必要とするが、ユーザーは、それらを持ち合わせていないことがある。ここでは、リア
クションは、少数の名を挙げれば、生理的反応、調査結果、および視聴者からの逐語的フ
ィードバックを含むが、これらに限定されない。視聴者からのリアクションは、上で説明
されたように、集約され、データベースに保存され、グラフィカルインタフェースを介し
てユーザーに提示される。実施形態は、リアクションから情報を抽出し、その情報を提示
するための、事前定義された方法を含み、その結果、ユーザーは、情報によって支持され
る結論に達し、それを理解するために、生理的データ分析の専門家である必要はない。メ
ディアインスタンスに対するリアクションの徹底的な分析と、実用的な洞察とを、ユーザ
ーから利用可能にすることで、生理的データを分析する専門家ではないユーザーが、商業
的および社会的に大きな積極的な影響をもち得る重大な情報を取得できるようになる。
【００７１】
　図１０は、視聴者からのリアクションの徹底的な分析に基づいた、実用的な洞察の提供
をサポートするための例示的なシステムの図である。この図は、機能的に別々となるよう
に構成要素を描いているが、そのような描き方は、単に説明のためにすぎない。この図に
描かれた構成要素を恣意的に組み合わせ得ること、または別々のソフトウェア、ファーム
ウェア、および／もしくはハードウェアコンポーネントに分割し得ることは、当業者には
明らかであろう。さらに、そのような構成要素は、それらがどのように組み合わされ、ま
たは分割されるかに関わりなく、同一のコンピューティングデバイスまたは多数のコンピ
ューティングデバイス上で実行でき、多数のコンピューティングデバイスは、１つまたは
複数のネットワークによって接続できることも、当業者には明らかであろう。
【００７２】
　図１０を参照すると、収集モジュール１８０３は、メディアインスタンス１８０１の複
数の視聴者から１つまたは複数のリアクション１８０２を収集し、記録し、保存し、管理
するように動作可能である。リアクション１８０２が収集される視聴者は、同じ物理的場
所または異なる物理的場所にいることができる。加えて、視聴者は、メディアインスタン
スおよび収集されたリアクションを、同じ時間または異なる時間に視聴する（例えば、視
聴者１は午前９時にメディアインスタンスを視聴し、一方、視聴者２は午後３時にメディ
アインスタンスを視聴する）ことができる。メディアインスタンスに対するリアクション
についてのデータまたは情報は、センサーヘッドセットを介して、各ユーザーから取得さ
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れ、または集められる。一実施形態のセンサーヘッドセットは、センサーをハウジングに
統合してあり、ハウジングは、生理的データの測定のために、人間の頭に配置することが
できる。デバイスは、少なくとも１つのセンサーを含み、ハウジングに接続された参照電
極を含むことができる。センサーおよび参照電極に結合されたプロセッサーは、ユーザー
の組織内の電気的活動を表す信号を受信する。プロセッサーは、信号の第１および第２の
周波数帯の各々におけるエネルギーレベルの間の差のデータを含む出力信号を生成する。
エネルギーレベルの間の差は、ユーザーの現時点の解放レベル感情状態に比例する。ヘッ
ドセットは、出力信号をリモートデバイスに送信する無線送信機を含む。したがって、ヘ
ッドセットは、人の心的および感情的状態（リアクションまたはリアクションデータ）に
対応する出力信号を生成するように生理的データを処理する。センサーヘッドセットの一
例は、２００８年９月８日に出願された米国特許出願第１２／２０６，６７６号、２００
７年５月１７日に出願された米国特許出願第１１／８０４，５１７号、および２００７年
３月２日に出願された米国特許出願第１１／６８１，２６５号で説明されている。
【００７３】
　それぞれ、メディアインスタンスとその関係データは、メディアデータベース１８０４
に保存されることができ、視聴者からの１つまたは複数のリアクションは、リアクション
データベース１８０５に保存されることができる。分析モジュール１８０６は、メディア
インスタンスをどのように改良できるか／すべきかについての独自の結論をユーザーが引
き出せるように、視聴者のリアクションに対して徹底的な分析を実行し、視聴者のリアク
ションに対する実用的な洞察をユーザー１８０７に提供する。提示モジュール１８０８は
、メディアインスタンス１８０１と、メディアインスタンスの視聴者からの１つまたは複
数のリアクション１８０２とを対話型ブラウザー１８０９を介して取り出して、提示する
ように動作可能である。ここでは、対話型ブラウザーは少なくとも２つのパネル、すなわ
ち、メディアインスタンスを提示し、再生し、停止させるように動作可能なメディアパネ
ル１８１０と、メディアインスタンスに対応する１つまたは複数のリアクションに加えて
、分析モジュール１８０６によって提供された主要な洞察も表示するように動作可能であ
る反応パネル１８１１とを備える。
【００７４】
　図１１は、視聴者のリアクションの徹底的な分析に基づいた、実用的な洞察の提供をサ
ポートするための例示的な自動プロセスを示すフローチャートである。この図は、説明の
ために特定の順序で機能的動作を描いているが、プロセスは、動作のどのような特定の順
序または配列にも限定されない。この図に描かれた様々な動作は、様々な仕方で省略し、
再配列し、組み合わせ、および／または適合させ得ることは、当業者であれば理解されよ
う。
【００７５】
　図１１を参照すると、１１０１において、複数の視聴者からのメディアインスタンスに
対する１つまたは複数のリアクションが収集され、１つまたは複数のデータベースに保存
され、管理される。メディアインスタンスをどのように改良できるか／すべきかについて
の独自の結論をユーザーが引き出せるように、１１０２において、視聴者のリアクション
に対する徹底的な分析が、専門家の知識を使用して実行され、１１０３において、実用的
な洞察が、視聴者のリアクションに基づいて生成され、ユーザーに提供される。１１０４
において、１つまたは複数のリアクションは、ユーザーがメディアインスタンスについて
の独自の結論を引き出せるように、実用的な洞察と一緒にユーザーに提示することができ
る。リアクションおよび実用的な洞察を提示するために使用される構成は、セーブするこ
と、および対応する情報を用いてタグ付けすることができ、将来の類似の分析のために呼
び出して使用することが可能である。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、分析モジュールは、少なくとも１つの質問がなされると、メ
ディアインスタンスに対する視聴者のリアクションに対して、洞察を提供するように、ま
たはデータに基づいた徹底的な分析を提示するように動作可能である。質問の一例は、メ
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ディアインスタンスが、すべての人口統計グループにわたって、または特に特定の人口統
計グループ、例えば年配の女性に対して、最大の効果を上げているかどうかである。別の
質問の例は、大音響など、メディアインスタンスのある要素が、視聴者の興味を積極的に
掻き立てるのに非常に効果的であるかどうかである。また別の質問の例は、思考を誘発す
るメディアインスタンス内の要素が、製品写真よりもはるかに強く視聴者に訴えかけるか
どうかである。また、質問の一例は、時代の先頭を行く女性など、メディアインスタンス
に登場するある人物が、男性の視聴者に対して効果的かどうか、および／または人口統計
で女性に属する対象視聴者にわたって効果的かどうかを含む。さらに別の質問の例は、視
聴者からのメディアインスタンスに対する生理的反応が、メディアインスタンス内の人物
を特定した、または積極的に関わりのある視聴者と一致しているかどうかを含む。さらな
る質問は、メディアインスタンスが、普遍的であり、性別、年齢、および収入の垣根を越
えて一貫して良好に作用するか、それともきわめて偏ったものであるかである。
【００７７】
　したがって、分析モジュールは、上で説明されたように、１つまたは複数の質問の使用
を通して、分析を自動化する。質問は、メディアインスタンスに反応する視聴者から受信
したデータまたは情報を分析し、提示するためのコンテキストを提供する。分析モジュー
ルは、受信したデータを使用して、質問のいくつかに回答するように構成され、質問に対
する回答は、収集されたデータを提供し、または収集されたデータに対応する。ユーザー
は、特定のメディアインスタンスのデータからの結果を望む場合、望む回答がそのメディ
アインスタンスについてのものとなる質問を選択する。質問の選択に応答して、分析の結
果が、質問に対する回答の形式で提示され、回答は、メディアインスタンスに対応する収
集されたデータを使用して引き出され、または生成される。分析の結果は、テキストおよ
び／またはグラフィカル出力または提示を使用して提示することができる。分析の結果は
、質問に回答するデータをどのように表現すべきかについてのこれまでの知識、過去の類
似のデータ分析から得られたこれまでの知識を使用して生成し、提示することもできる。
さらに、メディアインスタンスのデータの提示は、他の質問の使用または生成を通して、
ユーザーによって変更することができる。
【００７８】
　分析モジュールは、提示モジュールとともに、上で説明された動作を実行し、提示モジ
ュールは、多くの異なるデータ表現を含む。動作において、メディアインスタンスのデー
タの部分についての表現が指定または選択され、その後、表現は、データに適用される１
つまたは複数の質問を用いてタグ付けされる。このアーキテクチャは、ユーザーが１組の
ツールを使用してデータの表現方法を変更することを可能にする。システムは、データの
表現方法についての情報と、回答された質問または質問タイプを覚えており、または保存
している。以前のシステム構成についてのこの情報は、システムが、後の時点で、同じメ
ディアインスタンスまたは異なるメディアインスタンスについての同じまたは類似の質問
に回答するために、自己構成することを可能にする。したがって、ユーザーは、質問に回
答するためのシステムの能力を継続的に改善し、回答内で提供されるデータの品質を改善
する。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、図１２を参照すると、提示モジュールは、ユーザーが、リア
クションパネル１０１１に示された視聴者からの生理的反応１００３など、メディアイン
スタンス１００２に対するリアクションのあるセクション１００１を、非限定的な例とし
て、「影付け」によって選択することを可能にするように動作可能である。その後、分析
モジュール１００６は、メディアインスタンスおよび／または生理的反応の影付きのセク
ションに対して、要求された分析を自動的に実行して、視聴者のリアクションを解析する
際に非専門家が専門家の知識を利用できるやり方で、反応を説明することができる。その
後、分析された結果は、リアルタイムにユーザーに提示されることができ、他の人々と共
用されることができる。
【００８０】
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　いくつかの実施形態では、分析モジュールは、アナリストまたはユーザー自身によって
プログラムされることによって、メディアインスタンスおよび／または反応の影付きのセ
クションを分析するように動作可能である。通常、ユーザーは、きわめてしばしば、視聴
者の反応のいくつかの属性に関心をもつ。分析モジュールは、ユーザーが一から検討でき
る洞察、結論、および発見をユーザーに提供する。分析結果は、データの内側の徹底的な
分析に加えて、メディアインスタンスの影付きのセクションについての様々な可能な解釈
も提供し、それらはしばしば結論を明白なものにするが、そのような分析は、ユーザーに
よって到達される結論の代用ではない。代わりに、ユーザーには、提供された分析に基づ
いてセクションについての独自の結論を引き出すことが委ねられている。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、ユーザーは、セクションを選択し、準備されたリストから、
関心のある質問／課題／要求１００４の１つを選出する。準備された質問のリストは、任
意の数の質問を含むことができるが、これらに限定されない。質問のいくつかの例が、分
析モジュールにおいて引き起こされる応答とともに、以下に示される。
【００８２】
　質問の一例は、「メディアインスタンスに対する強烈な反応はどこにあったか？」であ
る。それに応答して、分析モジュールは、反応の高コヒーレンス領域を探すことによって
、反応の強度を自動的に計算することができる。
【００８３】
　別の質問の例は、「メディアインスタンスは明るい調子で終了するか？」または「視聴
者はイベント（例えば滑稽な言動）を面白いと思うか？」である。それに応答して、分析
モジュールは、視聴者の賛同または承認がメディアインスタンスの始めでよりも終りでよ
り高いことを生理的データが示しているかどうかをチェックすることができる。
【００８４】
　また別の質問の例は、「どこで人々はそのスポットに心引かれるか？」である。この質
問に応答して、分析モジュールは、視聴者の感情に一貫した変化がみられるかどうかをチ
ェックすることができる。
【００８５】
　さらに別の質問の例は、「商標モーメントに対する反応はどのようなものか？」である
。それに応答して、分析モジュールは、メディアの影付きのセクションの期間に思考は高
まったが、賛同または承認が低下したかどうかをチェックすることができる。
【００８６】
　さらなる質問の例は、「どの視聴者に製品紹介が最も良く作用したか？」である。それ
に応答して、分析モジュールは、男性、女性、ゲーマー、共和党員、ある業界の関係者な
どを含むがこれらに限定されない視聴者の様々なセグメントからの反応を分析する。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、提示モジュール（図１０、１８０７）は、出された質問に応
答した分析結果と、視聴者の反応とともに、対話型ブラウザー上でグラフィカルにユーザ
ーに提示するように動作可能である。非限定的な例として、図１２に示されるように、強
調されたライン１００５と、視聴者からの生理的反応における傾向を表す矢印１００６と
を利用することができ、強調は、分析された１つまたは複数の特定の生理的反応を示し、
上／下矢印は、対応する反応における上昇／下降を示す。加えて、他のグラフィック表示
も使用することができ、それらは、テキストボックス、多数のグループのデータの同時表
示（男性と女性の比較）、および重要な何かを指示するのに普通に使用される任意のグラ
フィックツールとすることができるが、これらに限定されない。非限定的な別の例として
、星印、点、および／または他のグラフィック要素は、最初の一貫した変化がみられるポ
イントを指示するのに使用することができ、円は、最も強烈な反応を伴うポイントを指示
するのに使用することができる。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、図１２に示すように、出された質問に応答した分析結果の言
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語的な説明１００７を、グラフィカル表示とともにユーザーに提供することができる。そ
のような言語的な説明は、グラフィカル表示を記述する（例えば、なぜ矢印は上昇してい
るか、矢印についての詳細など）。図１２に示される広告ビデオクリップの非限定的な例
の場合、言語的な説明１００７は、「この広告全体にわたって、思考は非常に規則的な正
弦波パターンに従っている。これはしばしば、見ている事柄について集中して激しく考え
る状況に視聴者を置き、その後、状況の解決により視聴者に報いることによって、視聴者
を引き付けるために使用される、緊張－解決サイクルの結果である」と述べている。投げ
られた岩が当たった男についての滑稽な言動の別の非限定的な例の場合、言語的な説明は
、以下のようなものになるであろう。「岩が当たった後の男の転倒は、好ましさに関して
、最初は一貫した肯定的な反応を生み出す。これは、岩が実際に投げられたのが面白いの
ではなく、人の身体が描く円弧が面白いことを示している。身体が地面に叩き付けられた
後、反応は中立に戻り、このセクションの間、感情のさらなる変化はみられない」。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、図１０を参照すると、オプションの認証モジュール１８１３
は、メディアインスタンスおよび逐語的リアクションに対するアクセスを、ネットワーク
１８１２を介してリモートに要求するユーザーの身元を認証するように動作可能である。
ここでは、ネットワークは、インターネット、イントラネット、ワイドエリアネットワー
ク（ＷＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、無線ネットワーク、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ、および移動体通信ネットワークとすることができるが、これらに限定されない
。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、オプションのユーザーデータベース１８１４は、メディアイ
ンスタンスおよび視聴者からの逐語的リアクションにアクセスすることを許可されたユー
ザーの情報と、各ユーザーがアクセスすることを許可された特定のメディアインスタンス
およびリアクションとを保存する。アクセスモジュール１８１０は、アクセスに関してユ
ーザーを追加または削除することができ、ユーザーのログイン名およびパスワードをチェ
ックすることによって、ユーザーがアクセスできるメディアインスタンスおよび／もしく
はリアクションのリストならびに／またはユーザーが使用できる分析機能のリストを制限
または拡張することができる。ユーザーのアクセスに対するそのような権限付与／制限は
、ユーザーが誰であるかに基づいて、例えば、異なるタイプのユーザーについての異なる
量の情報に基づいて、決定されることができる。非限定的な例として、ＡＢＣ会社は、あ
る広告と、その広告に対する視聴者のリアクションからのフィードバックとにアクセスす
ることができるが、ＸＹＺ会社は、それらにアクセスできず、または制限されたアクセス
が行えるだけである。
【００９１】
　一実施形態は、メディアインスタンスの全持続期間にわたって継続的に、特定のメディ
アインスタンスを、複数の視聴者からのメディアインスタンスに対する生理的反応と同期
させる。メディアインスタンスと生理的反応が同期すると、対話型ブラウザーは、１つの
パネルにおいて、ユーザーがメディアインスタンス（または生理的反応）の中を移動する
ことを可能にしながら、別のパネルにおいて、対応する生理的反応（またはメディアイン
スタンスのセクション）を提示することを可能にする。
【００９２】
　対話型ブラウザーは、ユーザーが、メディアインスタンスからセクション／シーンを選
択し、特定のセクションに対する視聴者の生理的反応を相関させ、提示し、比較すること
を可能にする。代替的に、ユーザーは、メディアインスタンスが表示されている間、視聴
者の生理的反応を継続的に監視することができる。（静的なスナップショットの代わりに
）生理的反応の連続的な変化とメディアインスタンスを並べて見ることができ、視聴者か
らの集約された生理的反応をメディアインスタンスの特定のイベントと対話型な方法で比
較できることで、ユーザーは、視聴者に提示される刺激が何であれ、それに対する視聴者
からの真のリアクションについてのより良い理解を得られるようになる。
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【００９３】
　図１３は、メディアとメディアの視聴者からの生理的反応との同期をサポートするため
の例示的なシステムの図である。この図は、機能的に別々となるように構成要素を描いて
いるが、そのような描き方は、単に説明のためにすぎない。この図に描かれた構成要素を
恣意的に組み合わせ得ること、または別々のソフトウェア、ファームウェア、および／も
しくはハードウェアコンポーネントに分割し得ることは、当業者には明らかであろう。さ
らに、そのような構成要素は、それらがどのように組み合わされ、または分割されるかに
関わりなく、同一のコンピューティングデバイスまたは多数のコンピューティングデバイ
ス上で実行でき、多数のコンピューティングデバイスは、１つまたは複数のネットワーク
によって接続できることも、当業者には明らかであろう。
【００９４】
　図１３を参照すると、同期モジュール１３０３は、メディアインスタンスの全持続期間
にわたって、あらゆる瞬間において、メディアインスタンス１３０１を、メディアインス
タンスの１人または複数の視聴者から集約された１つまたは複数の生理的反応１３０２と
継続的に同期させ、相関させるように動作可能である。ここでは、それぞれ、メディアイ
ンスタンスと、その関係データは、メディアデータベース１３０４に保存されることがで
き、視聴者から集約された１つまたは複数の生理的反応は、リアクションデータベース１
３０５に保存されることができる。対話型ブラウザー１３０６はメディアパネル１３０７
とリアクションパネル１３０８とを含む少なくとも２つのパネルを含み、メディアパネル
１３０７は、メディアインスタンスを提示し、再生し、停止させるように動作可能であり
、リアクションパネル１３０８は、２次元線グラフ内のライン（トレース）として、メデ
ィアインスタンスに対応する１つまたは複数の生理的反応（例えば、アドレナリン、愛好
、および思考）を表示し、比較するように動作可能である。グラフの水平軸は時間を表し
、グラフの垂直軸は１つまたは複数の生理的反応の振幅（強度）を表す。カッティングラ
イン１３０９は、メディアインスタンスの現在のシーン（イベント、セクション、または
時間的瞬間）に対する視聴者からの生理的反応を指示し、カッティングラインは、ユーザ
ーによって選択することができ、メディアインスタンスの再生に合わせて移動することが
できる。対話型ブラウザーは、ユーザーが、メディアパネル１３０７に提示されたメディ
アインスタンスからイベント／セクション／瞬間を選択し、リアクションパネル１３０８
において特定のセクションに対する視聴者の生理的反応を相関させ、提示し、比較するこ
とを可能にする。反対に、対話型ブラウザーは、ユーザーが、任意の特定の瞬間にリアク
ションパネル１３０８において視聴者からの生理的反応のカッティングライン１３０９を
選択し、対応するメディアセクションまたはシーンが、メディアパネル１３０７において
識別され、提示されるようにすることを可能にする。
【００９５】
　一実施形態の同期モジュール１３０３は、メディアの各イベントを同期させることによ
って、メディアインスタンス１３０１を、メディアインスタンスの複数の視聴者から集約
された１つまたは複数の生理的反応１３０２と同期させ、相関させる。人の生理的反応は
、心拍、脳波、脳電図（ＥＥＧ）信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運動、電気皮膚反応、皮
膚温、および人の他の任意の生理的反応を含むが、これらに限定されない。その後、各イ
ベントまたは時点に対応する生理的反応データが、メディアデータベース１３０４から取
り出される。データは、収集された信号に対応する人の脳内での認知遅延（例えば、人の
視覚に関連する脳の認知遅延は、聴覚情報に関連する認知遅延と異なる）と、システムの
処理遅延とを考慮するようオフセットされ、その後、メディアインスタンス１３０１と同
期が取られる。任意選択的に、表示とリアクションデータベース１３０５の間の時間帯差
を考慮して、追加的なオフセットを各個人の生理的反応データ１３０２に適用することが
できる。
【００９６】
　図１４は、メディアとメディアの視聴者からの生理的反応との同期をサポートするため
の例示的なプロセスを示すフローチャートである。この図は、説明のために特定の順序で
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機能的動作を描いているが、プロセスは、動作のどのような特定の順序または配列にも限
定されない。この図に描かれた様々な動作は、様々な仕方で省略し、再配列し、組み合わ
せ、および／または適合させ得ることは、当業者であれば理解されよう。
【００９７】
　図１４を参照すると、１４０１において、メディアインスタンスは、メディアインスタ
ンスの全持続期間にわたって、あらゆる瞬間において、メディアインスタンスの複数の視
聴者から集約された１つまたは複数の生理的反応と継続的に同期が取られる。１４０２に
おいて、同期が取られたメディアインスタンスと視聴者からの１つまたは複数の生理的反
応が、並べて提示される。１４０３において、メディアインスタンスからイベント／セク
ション／シーン／瞬間を選択することができ、１４０４において、特定のセクションに対
する視聴者の生理的反応を相関させ、提示し、比較することができる。代替的に、１４０
５において、メディアインスタンスが表示されている間、視聴者の生理的反応を継続的に
監視することができる。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、図１３を参照すると、集約モジュール１３１０は、リアクシ
ョンデータベース１３０５からメディアインスタンスに対する生理的反応を取り出し、そ
れを複数の視聴者にわたって集約し、集約された反応の各々をメディアインスタンスの持
続期間の関数として提示する。メディアインスタンスに対する集約された反応は、視聴者
の生理的反応の強度の最大、最小、平均、偏差、または高次近似のうちの１つまたは複数
によって計算することができる。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、集約された反応の振幅の変化（傾向）は、メディアインスタ
ンスの品質の良い尺度である。メディアインスタンスが、視聴者の感情を上向きおよび下
向きに激しく変化させることができる（非限定的な例として、反応の数学的偏差が大きい
）場合、そのような激しい振幅変化は、視聴者を異なる感情状態に誘う、優れたメディア
インスタンスに対応する。対照的に、効果の小さいメディアインスタンスは、視聴者を異
なる感情状態に誘わない。そのような情報は、メディアインスタンスが所望の反応を引き
出しているかどうか、所望の反応に合致させるために、メディアインスタンスのどの主要
なイベント／シーン／セクションを変更する必要があるかを識別するために、メディアデ
ザイナーによって使用することができる。優れたメディアインスタンスは、強烈で、視聴
者全員にわたって反応の正の振幅を生み出す、多数の瞬間／シーン／イベントを含むべき
である。そのような反応を生み出すのに失敗したメディアインスタンスは、メディアイン
スタンスの作成者が意図していたことを達成することはできない。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、メディアインスタンスは、プロフィール内の主要な瞬間／イ
ベント／シーン／セグメント／セクションのインスタンスに分割することができ、そのよ
うな主要なイベントは、メディアインスタンスのタイプに従って識別し、タグ付けするこ
とができる。ビデオゲームの場合、そのような主要なイベントは、レベル、カットシーン
、大規模な格闘、戦闘、会話などのビデオゲームの要素を含むが、これらに限定されない
。ウェブサイトの場合、そのような主要なイベントは、ウェブページの進行、ウェブペー
ジの主要部分、示される広告、コンテンツ、テキストコンテンツ、ビデオ、アニメーショ
ンなどを含むが、これらに限定されない。対話型メディア／映画／広告の場合、そのよう
な主要なイベントは、映画における章、シーン、シーンタイプ、登場人物の行為、イベン
ト（非限定的な例として、カーチェース、爆発、キス、死、滑稽な言動）、および主要登
場人物とすることができるが、これらに限定されない。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、イベントモジュール１３１１は、メディアデータベース１３
０４から取り出されるメディアインスタンス内の多くの瞬間／イベント／シーン／セグメ
ント／セクションを速やかに識別し、その後、各イベントの長さを自動的に計算するため
に使用することができる。イベントモジュールは、ユーザーまたは熟練した管理者が、メ
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ディアインスタンス内の重要なイベントを識別し、タグ付けすることを可能にすることが
でき、その結果、（メディアインスタンス内の他の関係があるイベントに対して）メディ
アインスタンス内の「場所」（現在のイベント）がユーザーによって選択されると、選択
されたイベントを視聴者からの集約された反応とより良く相関させることができる。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では、メディアインスタンス内のイベントは、環境（例えば、仮想
環境、現実環境、オンライン環境など）におけるユーザーの行為を、映画などの非対話型
メディアの場合には視聴者のメディアインスタンス対話の前に解析する、または、記録さ
れたビデオ、行為のログまたは他の手段を通して視聴者のメディアインスタンス対話を検
討することによって事後的に解析する１つまたは複数のアプリケーションによって、可能
であれば自動的に識別されることができる。ビデオゲーム、ウェブサイト、および他の電
子的な対話型メディアインスタンスでは、メディアを管理するプログラムが、このログを
生成することができ、したがって、プロセスを自動化することができる。
【０１０３】
　一実施形態は、特定のメディアインスタンスに対する複数の視聴者からの逐語的コメン
トまたはフィードバックのグラフィカル提示および分析を可能にする。これらの逐語的コ
メントは、最初に視聴者から収集されて、データベースに保存され、その後、分析され、
様々なカテゴリーに類別される。類別されると、その後、コメントは、様々なグラフィカ
ルフォーマットでユーザーに提示されることができ、特定のメディアインスタンスに対す
る肯定的／否定的リアクション、および／または特定のメディアインスタンスの視聴者に
よって知覚された最も印象的な特徴について、ユーザーが直感的な視覚的印象を得ること
を可能にする。
【０１０４】
　一実施形態は、特定のメディアインスタンスに対する複数の視聴者からの逐語的コメン
トまたはフィードバックのグラフィカル提示および分析を可能にする。これらの逐語的コ
メントは、最初に視聴者から収集されて、データベースに保存され、その後、分析され、
様々なカテゴリーに類別される。類別されると、その後、コメントは、様々なグラフィカ
ルフォーマットでユーザーに提示されることができ、特定のメディアインスタンスに対す
る肯定的／否定的リアクション、および／または特定のメディアインスタンスの視聴者に
よって知覚された最も印象的な特徴について、ユーザーが直感的な視覚的印象を得ること
を可能にする。コメントおよびフィードバックを一語一語解析しながら切り分けていく代
わりに、ユーザーは今では、メディアインスタンスが視聴者によってどれだけ良く受け取
られたかを一目で視覚的に評価することができる。
【０１０５】
　図１５は、視聴者からの逐語的コメントのグラフィカル提示をサポートするための例示
的なシステムの図である。この図は、機能的に別々となるように構成要素を描いているが
、そのような描き方は、単に説明のためにすぎない。この図に描かれた構成要素を恣意的
に組み合わせ得ること、または別々のソフトウェア、ファームウェア、および／もしくは
ハードウェアコンポーネントに分割し得ることは、当業者には明らかであろう。さらに、
そのような構成要素は、それらがどのように組み合わされ、または分割されるかに関わり
なく、同一のコンピューティングデバイスまたは多数のコンピューティングデバイス上で
実行でき、多数のコンピューティングデバイスは、１つまたは複数のネットワークによっ
て接続できることも、当業者には明らかであろう。
【０１０６】
　図１５を参照すると、収集モジュール１５０３は、メディアインスタンス１５０１の複
数の視聴者からの逐語的リアクション１５０２（コメントおよびフィードバック）を収集
し、記録し、保存し、管理するように動作可能である。ここでは、それぞれ、メディアイ
ンスタンスと、その関係データは、メディアデータベース１５０４に保存されることがで
き、視聴者からの逐語的リアクションは、リアクションデータベース１５０５に保存され
ることができる。分析モジュール１５０６は、視聴者からの逐語的コメントを分析し、そ
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れらを複数のカテゴリーに類別するように動作可能である。提示モジュール１５０７は、
メディアインスタンスに対する逐語的リアクションを取り出し、様々なカテゴリーに類別
し、その後、カテゴリーに基づいて、これらの逐語的リアクションを、対話型ブラウザー
１５０９を介してグラフィカル形式で、ユーザー１５０８に提示するように動作可能であ
る。対話型ブラウザーは、少なくとも２つのパネル、すなわち、メディアインスタンスを
提示し、再生し、停止させるように動作可能なメディアパネル１５１０と、メディアイン
スタンスに対応する１つまたは複数のリアクションばかりでなく、視聴者からのフィード
バックの言語的および／または視覚的な知覚および解釈をユーザーに提供するために、逐
語的リアクションの１つまたは複数のグラフィカル類別および提示も表示するように動作
可能なコメントパネル１５１１とを含む。
【０１０７】
　図１６は、視聴者からの逐語的コメントのグラフィカル提示をサポートするための例示
的なプロセスを示すフローチャートである。この図は、説明のために特定の順序で機能的
動作を描いているが、プロセスは、動作のどのような特定の順序または配列にも限定され
ない。この図に描かれた様々な動作は、様々な仕方で省略し、再配列し、組み合わせ、お
よび／または適合させ得ることは、当業者であれば理解されよう。
【０１０８】
　図１６を参照すると、１６０１において、複数の視聴者からのメディアインスタンスに
対する逐語的リアクションが収集され、保存され、管理される。１６０２において、収集
された逐語的リアクションが分析され、様々なカテゴリーに類別される。その後、１６０
３において、類別されたコメントが取り出され、カテゴリーに基づいて、グラフィカル形
式でユーザーに提示され、１６０４において、ユーザーが、視聴者からのリアクションを
視覚的に解釈することを可能にする。
【０１０９】
　いくつかの実施形態では、メディアインスタンスの視聴者は、メディアインスタンスに
ついて好きな所および好きでない所を自由に書くことができ、視聴者からの逐語的な（自
由記述形式の）コメントまたはフィードバック５０１は、記録されて、上で説明された図
９に示されるように、コメントパネル７１１１に逐語的に提示される。いくつかの実施形
態では、分析モジュールは、複数のカテゴリーの各々において、コメントを、コメントの
各々において使用される単語に基づいて、肯定的または否定的なものとしてさらに特徴付
けるように動作可能である。特徴付けられると、カテゴリーの各々における肯定的コメン
トまたは否定的コメントの数を合計することができる。非限定的な例として、戦闘などあ
るタイプのイベントについての視聴者からのコメントは、４０％は肯定的であるが、６０
％は否定的であるとして特徴付けられ、要約されることができる。そのような手法は、視
聴者のグループからの応答から偏った単一の逐語的応答を回避し、メディアインスタンス
のあらゆる局面に対して視聴者がどのように反応するかを、ユーザーが理解することを容
易にする。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、分析モジュールは、製品に関する複数のカテゴリー／トピッ
ク／特徴において、メディアインスタンスについての視聴者のコメントを肯定的または否
定的なものとして特徴付けるように動作可能であり、そのようなカテゴリーは、製品、イ
ベント、ロゴ、歌、スポークスパーソン、滑稽な言動、語り、キーイベント、ストーリー
展開を含むが、これらに限定されない。これらのカテゴリーを事前に決めておくことはで
きないが、代わりにコメントの分析から抽出することができる。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、提示モジュールは、メディアインスタンスの様々な特徴／ト
ピック／イベントに対する視聴者の肯定的または否定的コメントの要約を、例えばバブル
グラフで、ユーザー（メディアインスタンスの作成者）に提示するように動作可能である
。代替的な実施形態では、視聴者からの逐語的コメントを分析することができ、キーワー
ドおよび概念（形容詞）を抽出し、ワードクラウド（ｗｏｒｄ　ｃｌｏｕｄ）で提示する
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ことができ、逐語的コメントからの意味のある情報をより利用し易くする。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、視聴者は、例えば「３つの形容詞のうち、このメディアに対
するあなたの反応を最も良く表しているのはどれか」など、特定の質問に単純に回答を求
められることがある。その後、質問に対する視聴者の応答内の形容詞を、収集し、類別し
、要約し、ワードクラウドで提示することができる。代替的に、メディアインスタンスに
対する反応を説明するのに視聴者が使用した形容詞を、収集された調査データから抽出す
ることもできる。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、図１５を参照すると、オプションの認証モジュール１５１３
は、メディアインスタンスおよび逐語的リアクションに対するアクセスを、ネットワーク
１５１３を介して遠隔から要求するユーザーの身元を認証するように動作可能である。こ
こでは、ネットワークは、インターネット、イントラネット、ワイドエリアネットワーク
（ＷＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、無線ネットワーク、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ、および移動体通信ネットワークとすることができるが、これらに限定されない。
【０１１４】
　いくつかの実施形態では、オプションのユーザーデータベース１５１４は、メディアイ
ンスタンスおよび視聴者からの逐語的リアクションにアクセスすることを許可されたユー
ザーの情報と、各ユーザーがアクセスすることを許可された特定のメディアインスタンス
およびリアクションとを保存する。アクセスモジュール１５１０は、アクセスに関してユ
ーザーを追加または削除することができ、ユーザーのログイン名およびパスワードをチェ
ックすることによって、ユーザーがアクセスできるメディアインスタンスおよび／もしく
はリアクションのリストならびに／またはユーザーが使用できる分析機能のリストを制限
または拡張することができる。ユーザーのアクセスに対するそのような権限付与／制限は
、ユーザーが誰であるかに基づいて、例えば、異なるタイプのユーザーについての異なる
量の情報に基づいて、決定することができる。非限定的な例として、ＡＢＣ会社は、ある
広告と、その広告に対する視聴者のリアクションからのフィードバックとにアクセスする
ことができるが、ＸＹＺ会社は、同じ広告および／またはフィードバックにアクセスでき
ず、または制限されたアクセスが行えるだけである。
【０１１５】
　一実施形態のヘッドセット（本明細書ではセンサーヘッドセットおよび統合ヘッドセッ
トとも呼ばれる）は、上で説明されたように、生理的データの測定のために人の頭部に配
置できるハウジングにセンサーを統合する。デバイスは、少なくとも１つのセンサーと、
ハウジングに接続される参照電極とを含む。センサーおよび参照電極に結合されるプロセ
ッサーは、ユーザーの組織における電気的活動を表す信号を受信する。プロセッサーは、
信号の第１および第２の周波数帯の各々におけるエネルギーレベル間の差のデータを含む
出力信号を生成する。エネルギーレベル間の差は、ユーザーの現時点の解放レベル感情状
態に比例する。デバイスは、出力信号をリモートデバイスに送信する無線送信機を含む。
したがって、デバイスは、生理的データを処理して、人の心的および感情的状態または反
応に対応する出力信号を生成する。
【０１１６】
　ヘッドセットを含むシステム３０が、図１７に示されている。例示的なシステム３０は
、ユーザーの前部前頭葉（ｐｒｅ－ｆｒｏｎｔａｌ　ｌｏｂｅ）における電気的活動から
の対象信号を感知し、分離するための、ユーザー３４に接続されるセンサーデバイス３２
を含む。対象信号は、ユーザー３４の現時点の感情状態（ＰＴＥＳ）に関連する電気的活
動または対象信号の測定可能な特徴を有する。ＰＴＥＳは、与えられた時点における、ユ
ーザーの感情状態に関係する。例えば、ユーザーに感情的苦痛を感じさせる何かについて
ユーザーが考えている場合、ＰＴＥＳは、ユーザーの感情に平穏な影響を及ぼす何かにつ
いてユーザーが考えている場合とは異なる。別の例では、ユーザーが思考に関して制約的
な感情を感じている場合、ＰＴＥＳは、ユーザーがそれらの思考に関して解放状態を感じ
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ている場合とは異なる。対象信号とＰＴＥＳの間の関係のため、システム３０は、ユーザ
ーの脳において電気的活動を測定し、他の電気的活動から対象信号を分離することによっ
て、ユーザー３４によって体験されるＰＴＥＳのレベルを決定することができる。
【０１１７】
　本例では、センサーデバイス３２は、第１のポイントに位置するセンサー電極３６と、
第２のポイントに位置する参照電極３８とを含む。第１のポイントと第２のポイントは、
間隔があいた位置関係に置かれるが、互いに近接近状態を維持している。ポイントは好ま
しくは、約２０．３２ｃｍ（約８インチ）以内にあり、一例では、ポイントは、約１０．
１６ｃｍ（約４インチ）離れている。本例では、センサー電極３６は、ユーザーの額の皮
膚上に位置付けられ、参照電極３８は、ユーザーの耳に接続される。参照電極は、ユーザ
ーの額に取り付けることもでき、それは、ユーザーの耳の上方に参照電極を位置付けるこ
とを含み得る。
【０１１８】
　センサー電極３６および参照電極３８は、センサーデバイス３２のエレクトロニクスモ
ジュール４０に接続され、エレクトロニクスモジュール４０は、参照電極３８の近くに、
それらが実質的に同じノイズ環境に配置されるように、位置付けられる。エレクトロニク
スモジュール４０は、ユーザーのこめかみに、もしくはこめかみの上方に、またはエレク
トロニクスモジュール４０が参照電極３８に対して近接近状態にある他の位置に配置され
ることができる。本例では、ヘッドバンド４２または他の取り付け器具が、センサー電極
３６およびエレクトロニクスモジュール４０をこめかみ近くの場所に保持し、クリップ４
４が、参照電極３８をユーザーの耳に保持する。一例では、エレクトロニクスモジュール
と参照電極は、それらが容量結合されるように互いに対して位置付けられる。
【０１１９】
　センサー電極３６は、ユーザーの前部前頭葉における電気的活動を感知し、エレクトロ
ニクスモジュール４０は、センサー電極によって検出される存在する他の電気的活動から
対象信号を分離する。エレクトロニクスモジュール４０は、無線送信機４６を含み、無線
送信機４６は、無線リンク５０を介して、対象信号を無線受信機４８に送信する。無線受
信機４８は、エレクトロニクスモジュール４０から対象信号を受信し、対象信号を無線受
信機４８からコンピューター５４に転送するために、ポートコネクタ５３を用いて、コン
ピューター５４またはプロセッサーを有する他のデバイスのポート５２に接続する。エレ
クトロニクスモジュール４０はＬＥＤ５５を含み、無線受信機４８はＬＥＤ５７を含み、
それらは無線送信機および無線受信機に電源が入っている場合に点灯する。
【０１２０】
　対象信号から取り出されるＰＴＥＳのレベルは、コンピューター５４のコンピューター
画面５８に（例えばメーター５６によって）表示されることができる。この実施形態では
、表示メーター５６は、インジケータとして役立つが、実施形態は、そのように限定され
ない。表示メーター５６は、ユーザー３４が、任意の特定の時点におけるＰＴＥＳのレベ
ルを客観的なやり方で決定することを可能にする。メーター５６から取得される客観的な
フィードバックは、ＰＴＥＳを改善するようにユーザーを誘導するため、ユーザーがある
刺激にさらされたときにユーザー３４の心に浮かび得る特定の記憶もしくは思考に関する
ＰＴＥＳのレベルを決定するため、および／またはユーザーのヘッドセットから受信され
たデータの品質、したがって、ヘッドセットの適切な装着に関してユーザーにフィードバ
ックを提供するために使用される。
【０１２１】
　システム３０では、メディア素材またはメディアインスタンス６６は、ユーザーにおけ
る高レベルのＰＴＥＳに関連した特定の思考または感情をユーザー３４に起こさせるよう
に設計された刺激にユーザー３４をさらすために使用される。本例では、メディア素材６
６は、ユーザーに提示され、または再生される任意の素材を含む。特定の思考または感情
は、メディアインスタンスの再生中に獲得される対象信号で表される。
【０１２２】
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　解放レベルＰＴＥＳに関連する対象信号は、ユーザーの脳の前部前頭葉における、４～
１２Ｈｚの範囲内の脳波または電気的活動である。電気的活動のこれらの特徴的な周波数
はアルファ帯およびシータ帯にある。アルファ帯活動は８～１２Ｈｚの範囲にあり、シー
タ帯活動は４～７Ｈｚの範囲にある。アルファ帯とシータ帯の振幅の間の線形関係は、解
放レベルの表示である。ユーザー３４が非解放状態にある場合、活動はシータ帯において
優勢であってアルファ帯は減少し、ユーザー３４が解放状態にある場合、活動はアルファ
帯において優勢であってシータ帯は減少する。
【０１２３】
　対象信号を獲得するセンサーデバイス３２の一例が、図１８および図１９に示されてい
る。センサーデバイス３２は、センサー電極３６と参照電極３８とエレクトロニクスモジ
ュール４０とを含む。エレクトロニクスモジュール４０は、対象信号を１０００倍から１
０００００倍に増幅し、同時に、６０Ｈｚのノイズがいずれの点においても増幅されない
ことを保証する。エレクトロニクスモジュール４０は、不要の電気的活動から対象信号を
分離する。
【０１２４】
　また、本例のセンサーデバイス３２は、エレクトロニクスモジュールから無線リンク５
０を介して対象信号を受信し、対象信号をコンピューター５４に伝える無線受信機４８を
備える。本例では、無線リンク５０は高周波エネルギーを使用するが、赤外線など、他の
無線技術も使用することができる。無線接続の使用により、センサーデバイス３２をコン
ピューター５４から電気的に絶縁する、センサーデバイス３２とコンピューター５４の間
に接続されるワイヤーを不要にする。
【０１２５】
　本例では、参照電極３８は、参照電極３８をユーザー３４の耳１５０に取り付けるため
に使用されるクリップ１４８に接続される。センサー電極３６は、センサー電極３６をヘ
ッドバンド４２に取り付けるための留め金または他のバネを組み込んだ器具を含む。ヘッ
ドバンド４２は、ユーザーのこめかみの位置に来るようにエレクトロニクスモジュール４
０を収容するポケットも備えている。ヘッドバンド４２は、センサー電極および／または
エレクトロニクスモジュール４０を保持するために使用される伸縮性バンドの一例である
が、同じ機能を提供する別のタイプの伸縮性バンドも使用することができ、それには伸縮
性バンドに帽子の一部を形成させることも含む。
【０１２６】
　センサー電極をユーザーの皮膚に接して保持するために、伸縮性バンドに加えて、他の
タイプの取り付け器具も使用することができる。センサー電極をユーザーの皮膚に接して
保持する保持力は、約２８．３５～１１３．４０ｇ（１から４オンス）の範囲内とするこ
とができる。保持力は例えば約４２．５２ｇ（１．５オンス）とすることができる。
【０１２７】
　取り付け器具の別の例は、センサー電極をユーザーの皮膚に接して保持する、眼鏡フレ
ームに類似したフレームを含む。フレームは、エレクトロニクスモジュール４０を支持す
るために使用することもできる。フレームは、ユーザーの耳と鼻梁によって支持されるよ
うにユーザー３４によって着用され、センサー電極３６がユーザーの皮膚に接する。
【０１２８】
　センサー電極３６および参照電極３８は、測定が行われるポイントでユーザーの皮膚に
接触して配置されるように使用される導電面１５２および１５４をそれぞれ含む。本例で
は、導電面は銅、金、導電性ゴム、または導電性プラスチックなどの非反応性素材から構
成される。センサー電極３６の導電面１５２は、約３．２３ｃｍ２（約１／２平方インチ
）の表面積を有することができる。導電面１５２は、特別に肌の下準備をする必要も、皮
膚と導電面の間に見出される接触抵抗を低減するための物質を使用する必要もなしに、ユ
ーザーの皮膚に直接接触するように使用される。
【０１２９】
　センサーデバイス３２は、５０００００オームの高さの接触抵抗で機能し、これは、デ
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バイスが、特別に下準備されていない肌に直接接触する際の接触抵抗で機能することを可
能にする。対照的に、従来のＥＥＧ電極では、接触抵抗を約２００００オーム以下まで低
減するように、特別な肌の下準備と、導電性ジェルまたは他の物質が使用される。より高
い接触抵抗を扱う１つの結果は、ノイズが測定に結合され得ることである。ノイズは、６
０Ｈｚの電源に接続された照明および他の機器から生じ、静電気を発生させる、空気中を
動く任意の物体の摩擦からも生じる。ノイズの振幅は、エレクトロニクスモジュール４０
と参照電極３８との間の距離に比例する。本例では、こめかみ領域の上方、耳のすぐ上に
エレクトロニクスモジュールを配置し、参照電極を耳に接続することによって、センサー
デバイス３２はノイズを拾わず、または実質的にノイズに影響されない。エレクトロニク
スモジュールを参照電極と同じ物理的空間に位置させ、エレクトロニクスモジュールを参
照電極と容量的に結合することによって、エレクトロニクスモジュールの局所参照電位１
４４と耳が実際上は同じ電位にあることを保証する。参照電極３８は、センサーデバイス
３２のための電源１５８で使用される局所参照電位１４４に電気的に接続される。
【０１３０】
　電源１５８は、電源導体を介してモジュール内の電子コンポーネントに電力１４６を提
供する。電源１５８はセンサーデバイス３２に、正および負の電源電圧や－ＶＣＣおよび
＋ＶＣＣの参照電位ばかりでなく、０ボルトの参照電位も提供する。電源１５８は、エレ
クトロニクスモジュールに適したレベルの電源電圧を発生させるためのチャージポンプを
利用する。
【０１３１】
　電源は、スイッチ１５６を介してモジュール４０内の他のコンポーネントに接続される
。電源１５８は、エレクトロニクスモジュール４０に電源が入れられたまま一定の時間が
過ぎると、電力が切断されるようにするタイマー回路を備えることができる。この機能は
、例えば、ユーザー３４が、エレクトロニクスモジュール４０の電源をオンにしたままで
いた場合に電力の浪費を回避する。センサーデバイス３２は無線リンク５０を使用するの
で、電力１４６は測定に対して局所的に参照され、外部接地系に対する参照接続を有さな
い。
【０１３２】
　センサー電極３６は、脳における電気的活動が感知または測定されるポイントでユーザ
ーの皮膚に接触して配置される。参照電極３８は、センサー電極が配置されるポイントか
ら僅かな距離だけ離れたポイントで、ユーザーの皮膚に接触して配置される。本例では、
この距離は、約１０．１６ｃｍ（４インチ）であるが、約２０．３２ｃｍ（約８インチ）
ほどの長さにすることもできる。ノイズの振幅はエレクトロニクスモジュールと参照電極
との間の距離に比例するので、長さが長くなると、システムにノイズが加わることがある
。エレクトロニクスモジュール４０は、参照電極３８に対して近接近状態になるように配
置される。これは、エレクトロニクスモジュール４０を、参照電極３８と同じ電気的およ
び磁気的環境におき、エレクトロニクスモジュール４０は、容量的に相互インダクタンス
を介して参照電極３８に接続される。参照電極３８および増幅器１６８は、ノイズ環境に
一緒に結合され、センサーデバイス３２へのノイズの影響を低減または除去するために参
照電極から僅かな距離だけ離れたセンサー電極３６が、対象信号を測定する。参照電極３
８は、導体１６６を用いて、電源１５８の０Ｖに接続される。
【０１３３】
　センサー電極３６はユーザーの脳における電気的活動を感知するとともに、センサー電
極３６がユーザーの皮膚に接触するポイントにおける電気的活動の局所参照電位１４４に
対する電位である、電気的活動に関連する電圧信号１６０を生成する。電圧信号１６０は
、導体１６２を介して電極３６からエレクトロニクスモジュール４０に伝達される。導体
１６２および１６６は、導電面１５２および１５４上にハンダが存在しないように、電極
３６および３８に接続される。導体１６２は実用上できるだけ短い方がよく、本例では、
約７．６２ｃｍ（約３インチ）の長さである。センサーデバイス３２が使用されるとき、
導体１６２がユーザー３４への信号またはユーザー３４からの信号を結合しないように、
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導体１６２は、ユーザー３４から距離を取って保持される。本例では、導体１６２は、ユ
ーザー３４から約１．２７ｃｍ（約１／２インチ）の距離を取って保持される。モジュー
ル４０と電極３６、３８との間に延びる導体１６２および１６６以外の他のワイヤー、光
ファイバー、他のタイプの延長コードは、エレクトロニクスモジュール４０から延びてい
ない。これらのタイプの構造は電子ノイズを拾う傾向があるからである。
【０１３４】
　エレクトロニクスモジュール４０は、対象信号と該対象信号とは無関係の不要の他の電
気的活動とを含む電気的活動を測定しまたは決定する。エレクトロニクスモジュール４０
は、シングルエンド増幅器１６８（図１９および図２０）を使用し、シングルエンド増幅
器１６８は、参照電極３８を用いる測定の環境においてノイズに密結合される。シングル
エンド増幅器１６８は、アルファ帯およびシータ帯における電気的活動を含む１２Ｈｚま
での周波数に対しては２の利得を提供し、６０Ｈｚの高調波を含む６０Ｈｚ以上の周波数
に対しては１より小さい利得を提供する。
【０１３５】
　増幅器１６８（図２０および図２３）は、電極３６から電圧信号１６０を受信し、電源
１５８から電力１４６を受け取る。シングルエンド増幅器１６８は、電圧信号１６０に比
例する出力信号１７４を生成する。出力信号１７４は対象信号を含む。本例では、電圧信
号１６０は、導体１６２によって、高インピーダンス低電力演算増幅器１７２の非反転入
力に接続される抵抗１７０に供給される。出力信号１７４は、並列接続された抵抗１７６
およびコンデンサー１７８を介する、演算増幅器１７２の反転入力へのフィードバックと
して使用される。演算増幅器１７２の反転入力は、抵抗１８０を介して参照電圧１４４に
も接続される。
【０１３６】
　増幅器１６８は、出力信号１７４を伝える出力導体１８４を用いて、３段センサーフィ
ルター１８２に接続される。電気的活動または電圧信号１６０は、段１６８および１８２
の各々によって増幅されるが、６０Ｈｚ以上の不要信号は各段によって減衰される。３段
センサーフィルターは、３つの段２２０６ａ、２２０６ｂ、２２０６ｃを有し、その各々
は、帯域通過フィルター機能を提供するための同じ設計を有していて、１．２Ｈｚと１２
Ｈｚとの間の信号は５の利得を得て通過することを許されるが、これらの周波数よりも低
いおよび高い信号は減衰される。帯域通過フィルター機能はアルファ帯およびシータ帯に
ある信号は通過することを許すが、６０Ｈｚおよび６０Ｈｚの高調波は減衰させる。３段
センサーフィルター１８２は、部品のバイアスおよびオフセットに起因する信号内のオフ
セットを取り除く。３段の各々は電源電圧１４６および参照電圧１４４に接続される。３
段の各々はそれぞれ、出力信号１８６ａ、１８６ｂ、１８６ｃを出力導体１８８ａ、１８
６ｂ、１８８ｃ上に生成する。
【０１３７】
　図２１および図２３において、３段センサーフィルター１８２の第１段２２０６ａでは
、出力信号１７４が、抵抗１９２ａおよびコンデンサー１９４ａを介して、第１段演算増
幅器１９０ａの非反転入力に供給される。コンデンサー１９６ａおよび別の抵抗１９８ａ
が、非反転入力と参照電圧１４４の間に接続される。第１段からの出力信号１８６ａのフ
ィードバックは、並列接続された抵抗２２００ａおよびコンデンサー２２０２ａを介して
、演算増幅器１９０ａの反転入力に接続される。演算増幅器１９０ａの反転入力は、抵抗
２２０４ａを介して参照電圧１４４にも接続される。
【０１３８】
　第２段２２０６ｂおよび第３段２２０６ｃは、それぞれ第１段２２０６ａに直列に配置
される。第１段の出力信号１８６ａは、抵抗１９２ｂおよびコンデンサー１９４ｂを介し
て、第２段２２０６ｂに、演算増幅器１９０ｂの非反転入力に供給される。第２段の出力
信号１８６ｂは、抵抗１９２ｃおよびコンデンサー１９４ｃを介して、第３段２２０６ｃ
に供給される。抵抗１９８ｂおよびコンデンサー１９６ｂは、演算増幅器１９０ｂの非反
転入力と参照電位１４４の間に接続され、抵抗１９８ｃおよびコンデンサー１９６ｃは、
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演算増幅器１９０ｃの非反転入力と参照電位１４４の間に接続される。出力導体１８８ｂ
から演算増幅器１９０ｂの反転入力へのフィードバックは、抵抗２２００ｂおよびコンデ
ンサー２２０２ｂを介し、演算増幅器１９０ｂの反転入力は、抵抗２０４ｂを用いて参照
電位１４４にも接続される。出力導体１８８ｃから演算増幅器１９０ｃの反転入力へのフ
ィードバックは、抵抗２２００ｃおよびコンデンサー２２０２ｃを介し、演算増幅器１９
０ｃの反転入力は、抵抗２２０４ｃを用いて参照電位１４４にも接続される。
【０１３９】
　３段センサーフィルター１８２は、図１９の３段センサーフィルター１８２の第３段２
２０６ｃからの出力信号１８６ｃを伝える出力導体１８８ｃを用いて、図２２および図２
３のＲＣフィルター２２０８に接続される。ＲＣフィルター２２０８は、出力導体２２１
６に直列に接続される抵抗２２１０と、参照電位１４４と出力導体２２１６の間に接続さ
れるコンデンサー２２１２とを含む。ＲＣフィルターは、１２Ｈｚを上回る周波数をさら
に除去するための低域通過フィルターとして機能する。ＲＣフィルター２２０８は出力導
体２２１６上にフィルター信号２２１４を生成する。ＲＣフィルター２２０８は、図１９
のアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器２２１８に接続される。
【０１４０】
　Ａ／Ｄ変換器１１８は、アナログフィルター信号２２１４を６０Ｈｚの倍数のサンプル
レートでサンプリングすることによって、ＲＣフィルターからのアナログフィルター信号
２２１４をデジタル信号２２０に変換する。本例では、サンプルレートは９６００サンプ
ル／秒である。デジタル信号２２０は、出力導体２２２によってデジタルプロセッサー２
２４に伝えられる。
【０１４１】
　図１９および図２４におけるデジタルプロセッサー２２４は、追加の利得と、６０Ｈｚ
ノイズの除去と、高周波数データの減衰を提供する。デジタルプロセッサー２２４は、コ
ンピューティングデバイス上で動作するソフトウェアで実施することができる。デジタル
プロセッサー２２４は図２４のノッチフィルター２３０を含み、ノッチフィルター２３０
は、デジタル信号２２０の１６０個のデータ点を一度に合計して、６０Ｈｚにおけるいか
なる情報も含まない６０Ｈｚデータストリームを生成する。ノッチフィルター２３０の後
にはエラーチェッカー２３２が続く。エラーチェッカー２３２は、６０Ｈｚデータストリ
ームから範囲外のデータ点を除去する。これらの範囲外データ点は、誤ったデータである
か、または脳活動以外の何らかの外部発生源によって引き起こされる。
【０１４２】
　エラーチェッカー２３２の後、デジタルプロセッサー２２４は、離散フーリエ変換器２
３４を用いてデータストリームを変換する。従来のＥＥＧシステムは帯域通過フィルター
を使用して、とりわけアルファ周波数およびシータ周波数を選出するが、これらのフィル
ターは、連続周期関数を処理し、選出するように制限される。フーリエ変換を使用するこ
とによって、デジタルプロセッサー２２４は、ランダムに間隔のあいたイベントを識別す
ることができる。各イベントは、すべての周波数にエネルギーを有するが、短いイベント
ほど高い周波数に大きいエネルギーを有し、長いイベントほど低い周波数に大きいエネル
ギーを有する。アルファ周波数とシータ周波数のエネルギーの差を調べることによって、
システムは、長いイベントの方が優勢か、それともより短いイベントの方が優勢かを識別
することができる。その後、差は帯域の総エネルギーによって拡大される。これにより、
出力はエネルギーのタイプに基づくものとなり、エネルギー量に結び付くものが除去され
る。
【０１４３】
　フーリエ変換器２３４は、エネルギーを、異なる周波数幅を有するビン２３６ａ～２３
６ｏに分離するスペクトル信号を生成する。一例では、スペクトル信号は３０個のサンプ
ルを有し、エネルギースペクトルを２Ｈｚ幅のビンに分離する。別の例では、スペクトル
信号は６０個のサンプルを有し、ビンを１Ｈｚ幅のビンに分離する。ビン２３６は、ある
帯域にエネルギー信号を生成するために追加される。本例では、４Ｈｚと８Ｈｚとの間の
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ビン２３６は加算器に渡され、そこで、これらのビンは加算されてシータ帯エネルギー信
号２４０を生成する。８Ｈｚと１２Ｈｚとの間のビンは加算器２４２に渡され、そこで、
これらのビンは加算されてアルファ帯エネルギー信号２４４を生成する。
【０１４４】
　本例では、アルファ帯およびシータ帯エネルギー信号２４０および２４４は計算器２４
６に渡され、計算器２４６は、（シータ－アルファ）／シータ＋アルファ）を計算し、結
果として出力信号２２６を導体２２８上に生成する。
【０１４５】
　図１９の出力信号２２６は、出力信号２２６を無線リンク５０を介して無線受信機４８
に送信する無線送信機４６に渡される。本例では、出力信号２２６は、ポート５２を介し
てコンピューター５４に渡されて、メーター５６に表示するＰＴＥＳを生成するためにコ
ンピューターによって使用される対象信号である。
【０１４６】
　いくつかの例では、コンピューター５４は、出力信号２２６の追加的な処理を提供する
ことができる。解放技法を使用する例では、ユーザー３４によって体験された解放のレベ
ルを決定するために、コンピューター５４は出力信号２２６を操作し、出力信号内のアル
ファ帯信号とシータ帯信号の相対的な量を決定する。
【０１４７】
　上で説明した原理および特徴を利用するセンサーデバイスは、これまで説明してきた脳
組織に加えて、筋肉組織および心臓組織における電気的活動など、ユーザーの他の組織に
おける電気的活動を決定するために使用することができる。これらの例では、センサー電
極は、電気的活動が測定されるポイントの皮膚上に配置され、参照電極およびエレクトロ
ニクスモジュールは参照電極の近くに位置し、参照電極はセンサー電極の近くのポイント
に取り付けられる。これらの例では、エレクトロニクスモジュールは、他の周波数を除外
しながら、筋肉または心臓の電気的活動の周波数を分離するための増幅およびフィルタリ
ングを備える。
【０１４８】
　被験者がデバイスから最低限の妨害しか受けずに通常の活動を行うことを可能にする、
非侵襲センシングデバイス（センサー）とともに使用可能にされ得る、生理的データの実
用的応用が数多く存在する。このデバイスのデータ品質は、そのようなデータに関心があ
る関係者の必要を満たすのに十分な正確さでデバイスがデータを測定する限り、医療用デ
バイスほど厳格である必要はなく、疾病または病気を治療することに関心がない場合は、
生理的データの使用および収集を極めて簡素化することを可能にする。存在する非侵襲セ
ンサーには様々なタイプがある。非限定的な例として、最新の３軸加速度計は、単一のシ
リコンチップ上に存在することができ、多くの最新デバイスに含まれ得る。加速度計は、
どのような対象に取り付けられたとしても、その対象の運動を追跡し、記録することを可
能にする。別の非限定的な例として、温度センサーも、有線または無線接続を有する多く
の形態で、長期にわたって存在してきている。これらのセンサーのすべては、刺激に対す
る被験者の反応について、有益なフィードバックを提供することができるが、これまでは
、それらのすべてを単一のデバイスがシームレスに含むことができなかった。これらのセ
ンサーの各々を別々に個人に取り付けることは時間的浪費であり、難しく、正しい取り付
けおよび使用を保証するには、熟練した専門家を必要とする。加えて、新たに追加された
各センサーは、さらなるレベルの複雑さ、ユーザーの混乱、および体積を試験器具に対し
て導入する。
【０１４９】
　上で説明したように、複数のセンサーを単一の部品に統合し、生理的データの測定のた
めに人の頭部に配置できる統合ヘッドセットが導入される。そのような統合ヘッドセット
は順応性があり、人の頭部の形状および／またはサイズにフィットするように調整性を可
能にする。統合ヘッドセットは、複数のデバイス間の電子干渉、複数のセンサー間の接触
不良および人の頭部の動きのうちの少なくとも１つまたは複数から生じるデータアーチフ
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ァクトを最低限に抑える。加えて、いくつかのタイプの生理センサーを１つの部品に組み
合わせることは、全体として、測定される生理的データをより頑健で正確にする。
【０１５０】
　一実施形態の統合ヘッドセットは、複数のセンサーを単一の部品に統合し、生理的デー
タの測定のために人の頭部に配置することができる。そのような統合ヘッドセットは使い
易く、複数のセンサーと人の皮膚との接触ポイントにおいて導電性ジェルまたは肌の下準
備を必要とすることなく、人からの生理的データを正確に測定する。加えて、いくつかの
タイプの生理センサーを１つの部品に組み合わせることは、全体として、測定される生理
的データをより頑健で正確にする。
【０１５１】
　一実施形態の統合ヘッドセットは、複数のセンサーを単一の部品に統合し、生理的デー
タの測定のために人の頭部に配置することができる。そのような統合ヘッドセットは、非
侵襲性であり、ヘッドセットを着用する人が、ヘッドセットに統合された生理センサーか
らどのような実質的な妨害も受けずに、複数の役割を自由に行うことを可能にする。加え
て、いくつかのタイプの生理センサーを１つの部品に組み合わせることは、全体として、
測定される生理的データをより頑健で正確にする。
【０１５２】
　多数のセンサーを組み込んだ単一のデバイスを有することは、生理的データに関心があ
る広告者、メディア製作者、教育者、および他の関係者にも大きな価値を提供する。これ
らの関係者は、エンドユーザーのニーズにより良く適し、および／またはメディアの有効
性を高めるように、情報またはメディアを適合させるために、特定の刺激に対して人々が
有するリアクションおよび反応を理解することを望む。フォーカスグループ、調査、ノブ
（ｋｎｏｂ）や、反応に対して容易に偏る他の測定を使用する代わりに、これらの正確な
変化を感知することによって、生理的データは、コンピュータープログラム／デバイスに
よって毎秒何回も記録できるので、統合センサーは、測定および記録されるデータと、そ
のようなデータの粒度をともに改善する。複数のセンサーからの生理的データは、人の心
的および感情的状態（反応）に対応する特定の出力を生成するように、数学的に組み合わ
せることもできる。
【０１５３】
　上で説明したように、図３は、本明細書で説明されるセンサーヘッドセットの別の実施
形態の例を示している。この図は、機能的に別々となるように構成要素を描いているが、
そのような描き方は、単に説明のためにすぎない。この図に描かれた構成要素を恣意的に
組み合わせ得ること、または別々のソフトウェア、ファームウェア、および／もしくはハ
ードウェアコンポーネントに分割し得ることは、当業者には明らかであろう。さらに、そ
のような構成要素は、それらがどのように組み合わされ、または分割されるかに関わりな
く、同一のコンピューティングデバイスまたは多数のコンピューティングデバイス上で実
行でき、多数のコンピューティングデバイスは、１つまたは複数のネットワークによって
接続できることも、当業者には明らかであろう。
【０１５４】
　図３を参照すると、統合ヘッドセットは、以下の構成要素のうちの少なくとも１つまた
は複数を含むことができ、処理ユニット３０１は、マイクロプロセッサー、信号収集とし
ての機能、ならびにヘッドセットを着用した人から測定された生理的データを収集し、デ
ジタル化し、処理し、そのようなデータを別の／遠隔ロケーションに送信する処理および
送信回路とすることができるが、これらに限定されない。動き検出ユニット３０２は、３
軸加速度計とすることができ、人の頭部の動きを感知するが、これに限定されない。安定
化部材３０３は、シリコン安定化ストリップとすることができ、ヘッドセットの様々な構
成要素を安定化し、一緒に結び付けるが、これに限定されない。そのような安定化部材は
、ストリップの下の汗の層によって生み出される表面張力によって頭部に対する接着を提
供して、人の頭部の動きに対する反応を最低限に抑えるヘッドセットの安定化がもたらす
より頑健なセンシングのために、ヘッドセットを安定化する。



(39) JP 2011-505175 A 2011.2.24

10

20

30

40

50

【０１５５】
　ヘッドセットは１組のＥＥＧ電極を含み、１組のＥＥＧ電極は、人の額の中心線に関し
て対称的に位置付けられた右側ＥＥＧ電極３０４および左側ＥＥＧ電極３０６とすること
ができ、人からのＥＥＧ信号を感知／測定するために利用することができるが、これに限
定されない。電極は、接地基準のために人の一方の耳に別の接触を有することもできる。
これらのＥＥＧ電極は、使用するために導電性ジェルまたは肌の下準備を必要としない前
部前頭葉乾燥電極とすることができ、電極と人の皮膚の間の接触が必要とされるが、過剰
な圧力は加えられない。
【０１５６】
　ヘッドセットは、人の心拍を測定できる頑健な血流容積脈動センサーである心拍センサ
ー３０５を含み、心拍センサー３０５は、１組のＥＥＧ電極の間の人の額の中心に直接位
置付けることができる。電力操作および送信回路３０７は、充電可能または交換可能な電
池モジュールを含み、ヘッドセットの構成要素に動作電力を提供し、着用者の耳の上方に
配置することができる。人の後頭部に位置付けられる調整可能ストラップ３０８は、複数
のセンサーに加えられる圧力が不快感を引き起こすことなく頑健なセンシングに適するよ
うに、人の形状およびサイズに合わせてヘッドセットを快適な張力設定に調整するために
使用することができる。ここでは、動き検出ユニット、ＥＥＧ電極、および心拍センサー
がセンサーの非限定的な例として使用されるが、他のタイプのセンサーもヘッドセットに
統合することができ、これらのタイプのセンサーは、脳電図、血中酸素センサー、検流計
、筋電計、皮膚温センサー、呼吸センサー、および他の任意の生理センサーとすることが
できるが、これらに限定されないことに留意されたい。
【０１５７】
　いくつかの実施形態では、統合ヘッドセットは、プッシュボタンを用いてオンにするこ
とができ、直ちに、被験者の生理的データを測定し、記録することができる。ヘッドセッ
トからのデータ送信は、ヘッドセットが結合するコンピューターインタフェースを介して
無線で処理することができる。正確な測定を取得するための肌の下準備または導電性ジェ
ルは、試験者において必要とされず、ヘッドセットは、試験者から容易に取り外すことが
でき、即座に別の人によって使用することができる。使用中、ヘッドセットの劣化は生じ
ず、ヘッドセットは、何千回も再使用することができ、短期間に低コストで、多くの参加
者において測定を行うことを可能にする。
【０１５８】
　いくつかの実施形態では、加速度計３０２は、その３軸が３次元空間において通常容認
されている軸方向に対してほぼ整列するような仕方で、電子パッケージ内に組み込むこと
ができる。そのような要件は、標準の３軸系に合致するようにデータを規準化するための
複雑な数学的演算を必要とせずに、容易に解釈できるデータを加速度計が出力するために
必要である。温度センサーなどの他のセンサーは、あまり厳格な位置要件を有せず、より
頑健であり、額の様々な位置に配置することができる。
【０１５９】
　人間から生じる生理的信号は、特に、常に存在する一般的な環境のバックグラウンドノ
イズと比較して、きわめて微弱である。このことは、非常に安定で、データアーチファク
トを最低限に抑える統合ヘッドセットを作成する場合に、難題を提示する。アーチファク
トは、電子干渉、接触不良ポイント、静電気を生み出す頭部の動きのうちの少なくとも１
つまたは複数から生じ得る。
【０１６０】
　人の生理的信号を記録する際の主要な問題の１つは、電子干渉の問題であり、電子干渉
は、外部の環境源、もしくは単一のヘッドセットに組み込まれた様々なセンサー、または
その両方から生じ得る。多数のセンサーを単一の統合ヘッドセットに組み合わせることは
、検出される信号が非常に微弱であるために、電子干渉が、１つの構成要素（センサー）
から別の構成要素に過剰に漏れる原因となり得る。非限定的な例として、ＥＥＧ電極は、
干渉に非常に敏感であり、他のセンサーからの信号は、ＥＥＧ読み取りにおいてアーチフ
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ァクトを生み出し得る。
【０１６１】
　いくつかの実施形態では、ヘッドセットからのデータ送信は、ヘッドセットが結合する
コンピューターインタフェースを介して無線で処理することができる。無線通信は高周波
数で行われるので、非限定的な例として、信号ワイヤーおよびワイヤーによって伝送され
る測定データとのインタフェースに結合される典型的な５０／６０Ｈｚの電気ノイズは、
最低限に抑えることができる。
【０１６２】
　いくつかの実施形態では、統合ヘッドセットに統合された１つまたは複数のセンサーの
電力レベルは、電気干渉を最低限に抑えるために、できるだけ低く調整されることができ
る。加えて、センサーの信号伝送ワイヤー間に特定の距離を設けて、ワイヤー間の（電子
的）クロストークを強制的に低減することもできる。
【０１６３】
　いくつかの実施形態では、図３を参照すると、統合ヘッドセットの電力操作および送信
回路３０７は、信号収集および処理回路３０１から引き離すことができる。無線デバイス
であるので、統合ヘッドセットは、電池を使用するが、電池ノイズは測定される電気信号
よりもはるかに大きいので、電池によって発生されるノイズが測定を損なうことがある。
回路を物理的に引き離し、必要とされる最低限の数のワイヤーを用いて電力だけを送るこ
とによって、統合ヘッドセットは、電気干渉を著しく低減することができる。
【０１６４】
　いくつかの実施形態では、電力回路および信号処理回路は、試験者の両耳の上方にそれ
ぞれ配置されることができる。左耳上方の電池モジュール３０７から右耳上方の信号処理
回路３０１まで電力を送るために、フラットケーブルを使用することができる。心拍セン
サー３０５からのデータも、類似のフラットケーブルを使用して伝送することができ、こ
れは、ワイヤー配置に対するより大きな規制を可能にし、従来の標準的なワイヤーの場合
のように、使用中にワイヤーが動き回ることを制限する。加えて、ＥＥＧ電極３０４、３
０６は、信号を信号処理回路３０１に伝送するために、従来の撚り銅線を使用して配線す
ることができる。ＥＥＧ電極からのワイヤーは、心臓センサーケーブルから少なくとも約
０．２５４ｃｍ（０．１インチ）離して、ヘッドセットのプラスチックハウジングの範囲
に配置されることができ、これは、起こり得る電気干渉を許容可能なレベルまで低減する
のに役立つ。
【０１６５】
　いくつかの実施形態では、統合ヘッドセット内の複数のセンサーは、被験者との異なる
タイプの接触を有することができる。ここでは、接触面は、導電性材料から作成すること
ができ、導電性材料は、ニッケル被服銅または導電性プラスチック材料とすることができ
るが、これらに限定されない。統合ヘッドセットは、導電性ジェルの使用または皮膚の摩
擦を行わなくても許容可能なノイズレベルで機能する乾燥ＥＥＧ電極を採用することによ
って、センサーの測定接触ポイントに入るノイズを最低限に抑えることができる。
【０１６６】
　いくつかの実施形態では、非接着またはゴム状物質を皮膚に当てて、通常は１分とかか
らずに、皮膚とヘッドセットの間の摩擦を増やす汗の層を両者の間に生み出すことができ
る。この発汗液は、皮膚と複数のセンサーの接触面の間により良い導電性を提供する。加
えて、この液体は、皮膚とヘッドセットの間の摩擦および保持力を増やす表面張力を生み
出すことができ、ジェル、接着剤、または外部の取り付け機構を用いることなく、ヘッド
セット用の自然の安定材を作り出す。保持力は、皮膚面と平行な向きでのみ著しく増大し
、ノイズ発生の主要な問題領域である、ヘッドセットが皮膚上で滑り回ることを防止する
。しかし、そのような非接着物質は、皮膚面と垂直な向きでは保持力を著しく増大させず
、そのため、多くの医療用センシングデバイスで見られる、ヘッドセットを所定の場所に
保持するために接着剤が利用される場合のように、試験者からヘッドセットを取り外すこ
とが不快にならない。
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【０１６７】
　いくつかの実施形態では、ヘッドセットは、快適さを高め、および／または測定される
生理的データのより良い信号を生成するように、人の頭部の前側および後側において、ほ
ぼ均一な圧力分布を助長するように動作可能である。（心拍センサー３０５などの）セン
サー周辺に大きな接触面積を作り出し、ヘッドセットの内側に一貫した高さを生み出すた
めに、発泡パッドを使用することができる。この結果として、発泡がなければＥＥＧ電極
の盛り上がり箇所に存在する圧力を、発泡が接触ポイントにおいて低減するので、ユーザ
ーの快適性が高められる。これは、額の上の接触ポイントにおいて正確な大きさの圧力を
生み出す助けにもなる。
【０１６８】
　人間の頭部は、多くの異なる形状およびサイズで存在し、使用し易いヘッドセットはど
れも、試験者の頭部の様々な形状およびサイズに適合しなければならない。しかし、数多
くの異なる形状およびサイズをもつ統合ヘッドセットを作成することは、異なる各試験者
のために適切なヘッドセットを選択するのに熟練した装着者を必要とするので、非実用的
である。加えて、装着プロセスは、非常に時間を浪費するものになるので、使用し易いヘ
ッドセットを作成するという主目標が達成できない。
【０１６９】
　いくつかの実施形態では、統合ヘッドセットは、適応的で柔軟性および伸展性をもつよ
うに設計され、試験者の頭部の異なる頭部形状およびサイズに合わせて自動的に調整する
ことができる。接触不良または皮膚に対する動きは、ヘッドセットが扱い得るよりも大量
のノイズを発生させる可能性を有するので、ヘッドセットは、動きを最低限に抑え、伸展
性を生み出し、様々な頭部形状およびサイズに合致するような方法で設計される。試験者
がヘッドセットを装着し、ヘッドセットを快適に着用することを可能にする調整可能スト
ラップ３０８を締めるだけで作業に取り掛かる準備ができるようにすべきである。
【０１７０】
　いくつかの実施形態では、ヘッドセットの調整可能ストラップ３０８の伸展性は、過度
に緩くなく、ヘッドセットの重量を支えることができるように、調整されなければならず
、さもなければ、ヘッドセットは、動く頭部からのノイズがセンサーからの測定された信
号を打ち消す状況に陥ることがある。他方、人間の頭部は、頭部に直接加えられる高い圧
力にはよく対処できず、高い圧力は、きつすぎるヘッドセットを着用する被験者の頭痛お
よび閉所恐怖症の原因となり得るので、伸展性は、ヘッドセットの過度の締め付けを必要
とするほど小さくすることはできない。
【０１７１】
　いくつかの実施形態では、ヘッドセット自体は、両耳の上方および後頭部を通って、頭
部に巻き付き、これらの構成要素を頭部の額の上に保持する。ヘッドセットのボディーは
、異なる頭部形状に合致するようにヘッドセットが柔軟であることを可能にするが、より
小さな平面内では電極が動いてノイズを生み出す原因となり得る捩れを許容しない剛性を
有する、プラスチックまたは織物などの薄くて軽量の材料から作成される。
【０１７２】
　いくつかの実施形態では、ＥＥＧ電極および心拍センサーはともに、額の中心に近い試
験者の頭部の皮膚と接触する必要があり、滑り回らない。しかし、大きすぎる接触圧力は
、試験者に不快な状態を生み出すことがあり、したがって、許容可能ではない。したがっ
て、統合ヘッドセットは、形状およびサイズが異なる試験者の頭部の多数の接触ポイント
に一貫した圧力を加えるが、そのような圧力は、異なる頭部形状に合致するようにするこ
とと、皮膚に対する粘着性を生み出して、ヘッドセットを安定させることをともに行うの
に十分な適合性を有する。ここでは、ヘッドセットは、接触ポイントの所望の位置におい
て様々な厚さ、材料、および／または形状を使用することによって、そのような事前定義
された圧力を達成するように動作可能である。
【０１７３】
　いくつかの実施形態では、支えのないユニットの吊り下げを許容すると、どのようなタ
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イプの頭部の動きも、ユニットが振動する原因となるので、データ収集、信号処理、およ
び情報送信を扱う１つまたは複数の処理ユニット（３０１）は、耳の上方に配置され、ヘ
ッドセットの最大構成要素であるユニットに安定な土台を提供する。シリコンの安定化ス
トリップ３０３は、動きを最低限に抑えることによるヘッドセットの安定化がもたらすよ
り頑健なセンシングを可能にする。
【０１７４】
　いくつかの実施形態では、ヘッドセットの電子配線および／または回路（電子コンポー
ネント）は、コンポーネントに対する保護および／または美的なカバーをヘッドセットに
提供するように、電子コンポーネントと皮膚の間に厚さが約０．０３８ｃｍ（０．０１５
インチ）のＡＢＳプラスチックの別の層を伴って、ヘッドセットのプラスチックのハウジ
ング内に配置されることができる。内側プラスチックは、プラスチックが外側ハウジング
に対して滑動することを可能にする一連のクリップおよびタブによって保持されることが
でき、複合梁は２つの独立部材よりもはるかに堅く、したがって、ヘッドセットの伸展性
を低下させるので、２つが接着剤または他の任意の強固な結合機構を使用して一緒に結合
された場合、それが複合梁の作成を妨げる。
【０１７５】
　いくつかの実施形態では、調整可能ゴムストリップ３０８を、ヘッドセットの全長にわ
たって、内側プラスチックの最下部に取り付けることができ、調整可能ゴムストリップ３
０８は、大きな表面積を生み出し、そこでは、増加した摩擦力が、ヘッドセットが動くこ
とを防止し得る。一貫した反復可能な接触を有することは、ＥＥＧデータの品質にとって
必須であり、ゴムストリップからの摩擦増加は、そのプロセスを容易にする。ストリップ
は、ユーザーの快適性を高める一種のクッション性も提供する。
【０１７６】
　本明細書で説明される実施形態は、それぞれが、メディアインスタンスを視聴している
複数の視聴者のうちの一視聴者によって装着され、少なくとも１つのセンサーおよび送信
機を含み、対応する視聴者からの生理的データを受信する複数のヘッドセットと、それぞ
れが複数の視聴者のうちの１組の視聴者の対応するヘッドセットによって送信された生理
的データを受信し、対応する１組の視聴者から生理的データが受信されると直ちに生理的
データのデータ品質を分析し、それに応答して、生理的データの品質における異常を是正
するために取るべき行為に関する対応する１組の視聴者に対するフィードバックを生成す
る複数の信号収集デバイスと、複数の信号収集デバイスから生理的データを受信し、生理
的データからメディアインスタンスに対する複数の視聴者の複数の生理的反応を取り出す
処理モジュールと、を含備えるシステムを含む。
【０１７７】
　一実施形態の処理モジュールは、複数の視聴者からの生理的データを同期させる。
　一実施形態の処理モジュールは、メディアインスタンスと複数の視聴者からの生理的デ
ータとを同期させる。
【０１７８】
　一実施形態の各信号収集デバイスは、対応する視聴者がメディアインスタンスに注意を
払っていない期間中のデータを、そのデータを処理モジュールに転送する前に、対応する
生理的データから削除する。
【０１７９】
　一実施形態の処理モジュールは、削除されたデータをカバーするために、視聴者が注意
を払っていない期間からの生理的データを補間する。
　一実施形態の生理的データは、心拍、脳波、ＥＥＧ信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運動
、電気皮膚反応、および感情の変化と相関がある反応のうちの少なくとも１つである。
【０１８０】
　一実施形態の処理モジュールは、生理的データのアーチファクトを除去する。
　一実施形態の異常は、心拍、脳波、ＥＥＧ信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運動、および
電気皮膚反応のうちの少なくとも１つを使用して検出される。
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【０１８１】
　一実施形態の少なくとも１つのセンサーは、生理センサーを含む。
　一実施形態の少なくとも１つのセンサーは、脳電図を含む。
　一実施形態の少なくとも１つのセンサーは、加速度計を含む。
【０１８２】
　一実施形態の少なくとも１つのセンサーは、血中酸素センサーを含む。
　一実施形態の少なくとも１つのセンサーは、検流計を含む。
　一実施形態の少なくとも１つのセンサーは、筋電計を含む。
【０１８３】
　一実施形態のヘッドセットは、少なくとも１つの乾燥ＥＥＧ電極を含む。
　一実施形態のヘッドセットは、少なくとも１つの心拍センサーを含む。
　一実施形態のヘッドセットは、少なくとも１つの加速度計を含む。
【０１８４】
　一実施形態のヘッドセットは、少なくとも１つのプロセッサーを含む。
　一実施形態のヘッドセットは、少なくとも１つの無線通信デバイスを含む。
　一実施形態の複数の生理的反応は、愛好を含む。
【０１８５】
　一実施形態の複数の生理的反応は、思考を含む。
　一実施形態の複数の生理的反応は、アドレナリンを含む。
　一実施形態の複数の生理的反応は、係わり合いを含む。
【０１８６】
　一実施形態の複数の生理的反応は、メディアインスタンスへの没入を含む。
　一実施形態のシステムは、複数の視聴者からの複数の生理的反応に基づいてメディアイ
ンスタンスを評価する評価モジュールを含む。
【０１８７】
　一実施形態のシステムは、生理的データ、複数の生理的反応、および生理的反応の分析
結果のうちの少なくとも１つを保存するリアクションデータベースを含む。
　一実施形態のリアクションデータベースは、メディアインスタンスのデータ、および複
数の視聴者に提示され、メディアインスタンスに対応する調査結果のうちの少なくとも１
つを保存する。
【０１８８】
　一実施形態のメディアインスタンスは、テレビ番組、広告、映画、印刷メディア、ウェ
ブサイト、コンピューターアプリケーション、ビデオゲーム、実況、製品情報、および製
品コンテンツのうちの少なくとも１つである。
【０１８９】
　一実施形態の視聴者の各組は、場所の異なるエリアに所在し、その場所は、複数の信号
収集デバイスをホストする。
　一実施形態の視聴者の各組は、複数の現場のうちの異なる現場に所在する。
【０１９０】
　一実施形態のシステムは、チュートリアルを含み、処理モジュールに結合されたコンピ
ューターは、チュートリアルを自動的に受信し、インストールし、チュートリアルは、メ
ディアインスタンスの視聴および視聴中のデータ収集に関する情報を含む。
【０１９１】
　一実施形態のチュートリアルは、ヘッドセットの使用に際して、複数の視聴者に自動的
に指図する。
　一実施形態のチュートリアルは、データ品質を自動的に決定する。
【０１９２】
　本明細書で説明される実施形態は、少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含むヘッ
ドセットであって、現場でメディアインスタンスを視聴している視聴者に取り付けられ、
視聴者からの生理的データを受信し、生理的データを送信するヘッドセットと、ヘッドセ
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ットによって送信された生理的データを受信する信号収集デバイスであって、視聴者から
生理的データが受信されると直ちに、生理的データのデータ品質を分析し、それに応答し
て、非最適データ品質を是正するために取るべき行為に関する視聴者に対するフィードバ
ックを生成し、生理的データを送信する信号収集デバイスと、信号収集デバイスから生理
的データを受信する処理モジュールであって、生理的データから、メディアインスタンス
に対する視聴者の複数の生理的反応を取り出す処理モジュールと、を備えるシステムを含
む。
【０１９３】
　本明細書で説明される実施形態は、それぞれが、複数の現場のうちの異なる現場にそれ
ぞれ所在し且つメディアインスタンスを視聴している複数の視聴者のうちの一視聴者によ
って装着され、少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含み、対応する視聴者からの生
理的データを受信する複数のヘッドセットと、それぞれが複数の現場のうちの異なる現場
に配置され、その現場において、対応するヘッドセットによって送信された生理的データ
を受信し、対応する視聴者から生理的データが受信されると直ちに生理的データのデータ
品質を分析し、それに応答して、生理的データの品質における異常を是正するために取る
べき行為に関する対応する視聴者に対するフィードバックを生成する複数の信号収集デバ
イスと、複数の信号収集デバイスから生理的データを受信する処理モジュールであって、
複数の視聴者の生理的データを集約することによって、集約されたデータを生成し、処理
モジュールが、集約されたデータおよびメディアインスタンスに対する規制されたアクセ
スを提供する処理モジュールと、を備えるシステムを含む。
【０１９４】
　本明細書で説明される実施形態は、それぞれが、複数の現場のうちの異なる現場にそれ
ぞれ所在し且つメディアインスタンスを視聴している複数の視聴者のうちの一視聴者によ
って装着され、少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含み、対応する視聴者からの生
理的データを受信する複数のヘッドセットと、それぞれが複数の現場のうちの異なる現場
に配置され、その現場において、対応するヘッドセットによって送信された生理的データ
を受信し、対応する視聴者から生理的データが受信されると直ちに生理的データのデータ
品質を分析し、それに応答して、生理的データの品質における異常を是正するために取る
べき行為に関する対応する視聴者に対するフィードバックを生成する複数の信号収集デバ
イスと、複数の信号収集デバイスから生理的データを受信し、集約されたデータをメディ
アインスタンスと同期させることによって、同期が取れたデータを生成する処理モジュー
ルと、を備えるシステムを含む。
【０１９５】
　本明細書で説明される実施形態は、それぞれが、メディアインスタンスを視聴している
複数の視聴者のうちの一視聴者によって装着され、少なくとも１つのセンサーおよび送信
機を含み、対応する視聴者からの生理的データを受信する複数のヘッドセットと、それぞ
れが複数の視聴者のうちの１組の視聴者の対応するヘッドセットによって送信された生理
的データを受信する複数の信号収集デバイスと、それぞれが複数の信号収集デバイスから
生理的データを受信し、複数の視聴者からの生理的データを同期させることによって、同
期が取れたデータを生成し、同期が取れたデータをメディアインスタンスと同期させる処
理モジュールと、を備えるシステムを含む。
【０１９６】
　本明細書で説明される実施形態は、それぞれが、複数の現場のうちの異なる現場にそれ
ぞれ所在し且つメディアインスタンスを視聴している複数の視聴者のうちの一視聴者によ
って装着され、少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含み、対応する視聴者からの生
理的データを受信する複数のヘッドセットと、それぞれが複数の現場のうちの異なる現場
に配置され、その現場において、対応するヘッドセットによって送信された生理的データ
を受信する複数の信号収集デバイスと、複数の信号収集デバイスから生理的データを受信
し、複数の視聴者からの生理的データを同期させることによって、同期が取れたデータを
生成し、同期が取れたデータをメディアインスタンスと同期させる処理モジュールと、を
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備えるシステムを含む。
【０１９７】
　本明細書で説明される実施形態は、それぞれが、複数の現場のうちの異なる現場にそれ
ぞれ所在し且つメディアインスタンスを視聴している複数の視聴者のうちの一視聴者によ
って装着され、少なくとも１つのセンサーおよび送信機を含み、対応する視聴者からの生
理的データを受信する複数のヘッドセットと、それぞれが複数の現場のうちの異なる現場
に配置され、その現場において、対応するヘッドセットによって送信された生理的データ
を受信し、対応する視聴者がメディアインスタンスに注意を払っていない期間中のデータ
を、対応する生理的データから削除する複数の信号収集デバイスと、複数の信号収集デバ
イスから生理的データを受信し、複数の視聴者からの生理的データをメディアインスタン
スと同期させることによって、同期が取れたデータを生成する処理モジュールと、を備え
るシステムを含む。
【０１９８】
　本明細書で説明される実施形態は、メディアインスタンスを視聴している複数の視聴者
からの生理的データを、複数の視聴者の各々によって装着された複数のヘッドセットを介
して受信するステップと、複数の信号収集デバイスにおいて生理的データを複数のヘッド
セットから受信するステップであって、各信号収集デバイスが、複数の視聴者のうちの１
組の視聴者の対応するヘッドセットによって送信された生理的データを受信するステップ
と、対応する１組の視聴者から生理的データが受信されると直ちに、生理的データのデー
タ品質を分析し、それに応答して、生理的データの品質における異常を是正するために取
るべき行為に関する対応する１組の視聴者に対するフィードバックを生成するステップと
、処理モジュールにおいて生理的データを複数の信号収集デバイスから受信し、生理的デ
ータからメディアインスタンスに対する複数の視聴者の複数の生理的反応を取り出すステ
ップと、を備える方法を含む。
【０１９９】
　一実施形態の方法は、複数の視聴者からの生理的データを同期させるステップを含む。
　一実施形態の方法は、メディアインスタンスと複数の視聴者からの生理的データとを同
期させるステップを含む。
【０２００】
　一実施形態の方法は、対応する視聴者がメディアインスタンスに注意を払っていない期
間中のデータを、そのデータを処理モジュールに転送する前に、対応する生理的データか
ら削除するステップを含む。
【０２０１】
　一実施形態の方法は、削除されたデータをカバーするために、視聴者が注意を払ってい
ない期間からの生理的データを補間するステップを含む。
　一実施形態の方法は、心拍、脳波、ＥＥＧ信号、瞬目率、呼吸、動き、筋運動、および
電気皮膚反応のうちの少なくとも１つを使用して、異常を検出するステップを含む。
【０２０２】
　一実施形態の方法は、生理的データのアーチファクトを除去するステップを含む。
　一実施形態の方法は、複数の視聴者からの複数の生理的反応に基づいてメディアインス
タンスを評価するステップを含む。
【０２０３】
　一実施形態の方法は、生理的データ、複数の生理的反応、および生理的反応の分析結果
のうちの少なくとも１つを保存するステップを含む。
　一実施形態の方法は、メディアインスタンスのデータ、および複数の視聴者に提示され
、メディアインスタンスに対応する調査結果のうちの少なくとも１つを保存するステップ
を含む。
【０２０４】
　一実施形態の生理的データは、心拍、脳波、脳電図（ＥＥＧ）信号、瞬目率、呼吸、動
き、筋運動、電気皮膚反応、および感情の変化と相関がある反応のうちの少なくとも１つ
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である。
【０２０５】
　一実施形態の生理的データを受信するステップは、生理センサー、脳電図（ＥＥＧ）、
加速度計、血中酸素センサー、検流計、筋電計、乾燥ＥＥＧ電極、および心拍センサーの
うちの少なくとも１つを使用して、生理的データを感知するステップを含む。
【０２０６】
　一実施形態の複数の生理的反応は、愛好、思考、アドレナリン、係わり合い、およびメ
ディアインスタンスへの没入のうちの少なくとも１つを含む。
　一実施形態のメディアインスタンスは、テレビ番組、広告、映画、印刷メディア、ウェ
ブサイト、コンピューターアプリケーション、ビデオゲーム、実況、製品情報、および製
品コンテンツのうちの少なくとも１つである。
【０２０７】
　一実施形態の視聴者の各組は、場所の異なるエリアに所在し、その場所は複数の信号収
集デバイスをホストする。
　一実施形態の視聴者の各組は、複数の現場のうちの異なる現場に所在する。
【０２０８】
　一実施形態の方法は、コンピューターを介してチュートリアルを複数の視聴者に自動的
に提供するステップであって、コンピューターは、チュートリアルを自動的に受信し、イ
ンストールし、チュートリアルは、メディアインスタンスの視聴および視聴中のデータ収
集に関する情報を含む、ステップを含む。
【０２０９】
　一実施形態の方法は、ヘッドセットの使用に際して、複数の視聴者に自動的に指図する
ステップを含む。
　一実施形態の方法は、データ品質を自動的に決定するステップを含む。
【０２１０】
　本明細書で説明されたシステムおよび方法は処理システムを含み、および／または処理
システムの下でおよび／または連携して動作する。処理システムは、当技術分野で知られ
るように、一緒に動作するプロセッサーベースのデバイスもしくはコンピューティングデ
バイスの任意の集合、または処理システムもしくはデバイスの構成要素を含む。例えば、
処理システムは、ポータブルコンピューター、通信ネットワーク内で動作するポータブル
通信デバイス、および／またはネットワークサーバーを含むことができる。ポータブルコ
ンピューターは、パーソナルコンピューター、モバイル電話、携帯情報端末、ポータブル
コンピューティングデバイス、およびポータブル通信デバイスの中から選択される、多く
のデバイスおよび／またはデバイスの組み合わせのいずれかとすることができるが、これ
らに限定されない。処理システムは、より大規模なコンピューターシステム内の構成要素
を含むことができる。
【０２１１】
　一実施形態の処理システムは、少なくとも１つのプロセッサーと、少なくとも１つのメ
モリーデバイスまたはサブシステムとを含む。処理システムは、少なくとも１つのデータ
ベースも含むことができ、または少なくとも１つのデータベースにも結合することができ
る。本明細書全般で使用される「プロセッサー」という用語は、１つまたは複数の中央処
理装置（ＣＰＵ）、デジタル信号プロセッサー（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）などの、任意の論理処理ユニットを指す。プロセッサーおよびメモリーは、単一の
チップ上にモノリシックに統合することができ、多数のチップまたはコンポーネント間に
分散することができ、および／またはアルゴリズムの何らかの組み合わせによって提供す
ることができる。本明細書で説明される方法は、ソフトウェアアルゴリズム、プログラム
、ファームウェア、ハードウェア、コンポーネント、回路の１つまたは複数で、任意の組
み合わせで実施することができる。
【０２１２】
　本明細書で説明されたシステムおよび方法の構成要素は、一緒にまたは別の場所に配置
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されることができる。通信経路は、コンポーネントを結合し、コンポーネント間でファイ
ルを伝達または伝送するための任意の媒体を含む。通信経路は、無線接続、有線接続、お
よびハイブリッド無線／有線接続を含む。通信経路は、ローカルエリアネットワーク（Ｌ
ＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ＷｉＭａｘネットワーク、ワイ
ドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、独自仕様ネットワーク、本支店またはバックエンドネ
ットワーク、およびインターネットを含む、ネットワークへの結合または接続も含む。さ
らに、通信経路は、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクドライブ、および
ＣＤ－ＲＯＭなどの着脱可能な固定媒体に加えて、フラッシュＲＡＭ、ユニバーサルシリ
アルバス（ＵＳＢ）接続、ＲＳ－２３２接続、電話回線、バス、および電子メールメッセ
ージなども含む。
【０２１３】
　一実施形態は、コンピューター分野の当業者に明らかなように、本開示の教示に従って
プログラムされた従来の汎用もしくは専用デジタルコンピューターまたはマイクロプロセ
ッサーを使用して実施することができる。適切なソフトウェアコーディングは、ソフトウ
ェア分野の当業者に明らかなように、本開示の教示に基づいて熟練したプログラマーによ
って容易に準備することができる。本発明は、当業者に明らかなように、集積回路を準備
することによって、または従来のコンポーネント回路の適切なネットワークを相互接続す
ることによって実施することもできる。
【０２１４】
　一実施形態は、１つまたは複数のコンピューティングデバイスをプログラムして、本明
細書で提示された特徴のいずれかを実施するのに使用できる命令が、そこに保存された機
械可読媒体（諸媒体）であるコンピュータープログラム製品を含む。機械可読媒体は、フ
ロッピー（登録商標）ディスク、光ディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、マイクロドライブ
、および光磁気ディスクを含む１つまたは複数のタイプのディスク、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｅ
ＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＤＲＡＭ、ＶＲＡＭ、フラッシュメモリーデバイス、磁気もし
くは光カード、（分子メモリーＩＣを含む）ナノシステム、または命令および／もしくは
データを保存するのに適した任意のタイプの媒体もしくはドライブを含むことができるが
、これらに限定されない。コンピューター可読媒体（諸媒体）のいずれか１つに保存され
る場合、本発明は、汎用／専用コンピューターまたはマイクロプロセッサーのハードウェ
アを制御するためのソフトウェア、およびコンピューターまたはマイクロプロセッサーが
人間の視聴者または本発明の結果を利用する他の機構と対話することを可能にするための
ソフトウェアを含む。そのようなソフトウェアは、デバイスドライバー、オペレーティン
グシステム、実行環境／コンテナー、およびアプリケーションを含むことができるが、こ
れらに限定されない。
【０２１５】
　文脈が明らかに他のことを要求していない限り、説明の全般にわたって、「備える」お
よび「含む」などの単語は、排他的または網羅的な意味ではなく、包含的な意味に、すな
わち、「～に限定することなく、含む」の意味に解釈されるべきである。単数形または複
数形を使用する単語は、それぞれ複数または単数も含む。加えて、「本明細書では」、「
これ以降」、「上で）」、「下で」といった単語、および類似の趣旨の単語は、本出願を
全体的に指示し、本出願のいずれか特定の部分を指示するわけではない。「または」とい
う単語が２つ以上の項目からなるリストを参照して使用される場合、この単語は、単語の
以下の解釈、すなわち、リスト内の項目のいずれか、リスト内の項目のすべて、およびリ
スト内の項目の任意の組み合わせのすべてをカバーする。
【０２１６】
　本明細書で説明されたシステムおよび方法の実施形態についての上述の説明は、網羅的
であること、または説明されたシステムおよび方法を開示された通りの形態に限定するこ
とを意図していない。本明細書で説明されたシステムおよび方法の具体的な実施形態およ
び例が、例示の目的で本明細書では説明されたが、当業者であれば理解するように、様々
な等価な変更が、他のシステムおよび方法の範囲内で可能である。本明細書で提供され、
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本明細書で説明されたシステムおよび方法の教示は、上で説明されたシステムおよび方法
ばかりでなく、他の処理システムおよび方法にも適用することができる。
【０２１７】
　上で説明された様々な実施形態の要素および動作は、さらなる実施形態を提供するため
に組み合わせることができる。上述の詳細な説明に鑑みて、本明細書で説明されたシステ
ムおよび方法に、上記および他の変更を施すことができる。
【０２１８】
　一般に、以下の特許請求の範囲では、使用される用語は、実施形態を、明細書および特
許請求の範囲で開示された特定の実施形態に限定していると解釈されるべきでなく、特許
請求の範囲の下で動作するすべてのシステムを含むと解釈されるべきである。したがって
、実施形態は、開示によって限定されず、代わりに、実施形態の範囲は、特許請求の範囲
によってもっぱら決定される。
【０２１９】
　以下では、実施形態のある態様が、ある請求項形式で提示されるが、発明者らは、任意
の数の請求項形式で実施形態の様々な態様を企図している。したがって、発明者らは、本
明細書で説明された実施形態の他の態様のためのそのようなさらなる請求項形式を追求す
るために、本出願を出願した後も、さらなる請求項を追加する権利を確保している。
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